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〇議長挨拶 

◇議長（石内國雄君） 着席願います。おはようございます。 

 令和６年玉村町議会第３回定例会が開会されるに当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

 議員各位には、令和６年玉村町議会第３回定例会が招集されましたところ、公私ともにご多用の中

ご参集いただいたことに対し、厚く御礼申し上げます。 

 さて、今定例会は決算議会とも言うべき令和５年度の一般会計や特別会計の歳入歳出決算認定に係

る議案等を審議する重要な議会であります。令和５年度予算が目的どおり適正かつ効率的に執行され

たか、慎重な審議がなされることを願うところであります。また、令和６年度補正予算などの重要な

議案も後ほど町長から提案されます。議員各位には、住民の負託を受けた議会議員として、あらゆる

角度から慎重な審議を行い、適正にして妥当な審議結果が得られますよう願うものであります。 

 さらに、今定例会には１０名の議員から一般質問の通告がなされておりますが、活発な議論が行わ

れるものと期待するところであります。議員並びに町長をはじめ執行各位には、体調には十分留意さ

れ、今定例会に臨んでいただくようお願い申し上げまして、開会の挨拶といたします。 

                      ◇                   

〇開会・開議 

   午前９時開会・開議 

◇議長（石内國雄君） ただいまの出席議員は１２名であります。定足数に達しておりますので、こ

れより令和６年玉村町議会第３回定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

                      ◇                   

〇日程第１ 諸般の報告 

◇議長（石内國雄君） 日程第１、諸般の報告を申し上げます。 

 初めに、監査委員から、地方自治法第１９９条第９項の規定による随時監査の結果、同法第２３５条

の２第３項の規定による例月出納検査の結果が報告されております。６月から８月までの監査・検査

の報告は、お手元に配付したとおりであります。 

 また、議員派遣終了報告書が議長に提出されております。研修内容は、お手元に配付したとおりで

あります。 

                      ◇                   

〇日程第２ 会議録署名議員の指名 

◇議長（石内國雄君） 日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、玉村町議会会議規則第１２７条の規定により、６番月田均議員、７番備前島久

仁子議員の両名を指名いたします。 
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                      ◇                   

〇日程第３ 会期の決定 

◇議長（石内國雄君） 日程第３、会期の決定について。 

 本定例会の会期については、去る８月２６日に議会運営委員会を開催し、審査をしておりますので、

議会運営委員長の報告を求めます。 

 浅見武志議会運営委員長。 

              〔議会運営委員長 浅見武志君登壇〕 

◇議会運営委員長（浅見武志君） おはようございます。令和６年玉村町議会第３回定例会が開催さ

れるに当たり、去る８月２６日午前９時より役場４階会議室において議会運営委員会を開催し、議事

日程を作成いたしましたので、ご報告申し上げます。詳細につきましては、お手元に配付してあると

おりでございます。 

 会期は、本日から９月１７日までの１６日間といたします。 

 今定例会に町長から提出される議案は、令和５年度決算に関する報告が５件及び認定が７件、承認

に関する議案が１件並びに条例の一部改正と補正予算に関する議案等が１５件で、計２８議案を予定

しております。 

 概要につきましては、日程１日目の本日は、まず委員長より閉会中における所管事務調査報告を行

います。 

 次に、陳情１件の付託を行います。 

 次に、町長より報告第３号から報告第５号までの３件について、一括報告があります。 

 次に、承認第６号について提案説明があり、質疑、討論、表決を行います。 

 次に、認定第１号から認定第７号までの７議案について、一括提案説明があり、監査委員の審査意

見報告の後、総括質疑を行い、決算特別委員会を設置し、審査の付託を行います。 

 次に、報告第６号及び報告第７号の２件について、一括報告及び監査委員の審査意見報告がありま

す。 

 次に、議案第４３号及び議案第４４号の２議案について、一括提案説明があり、それぞれ質疑、討

論、表決を行います。 

 次に、条例の一部改正に関する議案第４５号から議案第４９号までの５議案について、それぞれ提

案説明があり、質疑、討論、表決を行います。 

 次に、補正予算に関する議案第５０号から議案第５３号までの４議案について、一括提案説明があ

り、それぞれ質疑、討論、表決を行います。 

 次に、事件関係の議案として議案第５４号及び議案第５５号の２議案について、それぞれ提案説明

があり、質疑、討論、表決を行います。 

 次に、意見第１号及び意見第２号の人権擁護委員の推薦について、一括提案説明があり、それぞれ
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質疑、討論、表決を行います。 

その後、一般質問を行います。質問者は２名です。 

日程２日目は、本会議を午前９時に開議、一般質問を行います。質問者は５名です。 

日程３日目は、本会議を午前９時に開議、一般質問を行います。質問者は３名です。本会議終了後、

決算特別委員会を開催し、正副委員長の選出を行います。 

日程４日目は、総務経済常任委員会を開催します。 

日程５日目は、民生文教常任委員会を開催します。 

日程６日目と７日目は、土曜日、日曜日のため休会とします。 

日程８日目は、事務整理のため休会とします。 

 日程９日目及び日程１０日目は、決算特別委員会を開催します。 

 日程１１日目と１２日目は、事務整理のため休会とします。 

 日程１３日目と１４日目は、土曜日、日曜日のため休会とします。 

 日程１５日目は、祝日のため休会とします。 

 日程１６日目は、最終日となります。午前１１時より議会運営委員会を開催し、午後１時３０分よ

り全員協議会を開催します。 

 その後、本議会を午後２時３０分に開議し、委員会に付託された陳情について委員長から審査報告

があり、質疑、討論、表決を行います。 

次に、決算特別委員会に付託された認定第１号から認定第７号までの７議案の審査結果について委

員長の報告があり、それぞれ質疑、討論、表決を行います。 

 続いて、各委員長から開会中の所管事務調査報告及び閉会中の所管事務調査報告の申出を行い、閉

会を予定しております。 

 以上申し上げましたとおり、効率的かつ円滑な議会運営ができますよう各位のご協力をお願い申し

上げまして、報告といたします。 

◇議長（石内國雄君） 以上で議会運営委員長の報告を終了いたします。 

 お諮りいたします。 

 令和６年玉村町議会第３回定例会の会期は、ただいま議会運営委員長から報告のありましたとおり、

本日から９月１７日までの１６日間といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、今定例会の会期は本日から９月１７日までの１６日間とすることに決定いたしました。 

                      ◇                   

〇日程第４ 閉会中における所管事務調査報告 

◇議長（石内國雄君） 日程第４、閉会中における所管事務調査報告を行います。 
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 民生文教常任委員会の調査研究について委員長の報告を求めます。 

 羽鳥光博民生文教常任委員長。 

              〔民生文教常任委員長 羽鳥光博君登壇〕 

◇民生文教常任委員長（羽鳥光博君） 民生文教常任委員会所管事務調査報告をさせていただきます。

お手元の配付資料に基づいて説明させてもらいます。 

 日時は、７月４日木曜日、午前１０時から１１時半まで、視察地は富岡市子育て健康プラザ、調査

事項は子育て支援の取組についてということで、出席委員と随行者、対応者につきましては記載のと

おりでございます。 

 富岡市の概要が書いてありますけれども、１枚めくっていただいた裏面で説明したいと思います。

お開きください。市の概要につきましては、玉村町と比較してございます。人口は４万５，７００人、

世帯数は２万７１３世帯です。産業別人口につきましては、農業などの第１次産業における人口構成

比は６．５０％です。第２次産業でございます製造業、建設業等は３９．６４％、第３次産業の商業、

公務員等の人口につきましては、５３．１３％ということで、玉村町と比較いたしますと同じように

第３次産業の比率が高いという傾向がございます。 

 財政状況につきましては、一般会計規模が富岡市は２３６億７，６００万円、令和６年度当初予算

でございます。玉村町と比較しておりますけれども、特別会計を入れました合計でいきますと、富岡

市は３７７億６，９５８万２，０００円ということで、玉村町の２１９億１，３５０万７，０００円

と比較しまして、市としての規模というふうなことがうかがわれます。 

 次のページに行かせていただきます。調査目的は、子育て支援の取組ということで、視察先の富岡

市から頂いてまいりました写真をここにつけさせていただきました。この富岡市健康プラザは、赤ち

ゃんから大人まで安心して利用できる子育て、健康、交流の場というふうなことを銘打って設置され

たものでございます。富岡市健康プラザの機能といたしますと、子育て、これは富岡市の児童館でご

ざいます。ここが１つ、それから健康という面では保健センターが機能としてあります。強化機能と

書いてございますけれども、これは各方面、世代間交流等の強化を行うということで、ここに書いて

ございますように子育て世代包括支援、世代間交流、子供の居場所づくり、学習スペースの提供など

を行っております。こういったことが富岡市の子育て健康プラザの機能としてございます。 

 施設としての子育て健康プラザを視察いたしました。１枚めくっていただいて、富岡市の保健セン

ターとあい愛プラザの外観の写真がありますけれども、富岡市の子育て健康プラザは、写真にござい

ますこの２つの施設を取り壊して新しい施設を設置したということであります。 

 検討の経緯が（２）から書いてございますけれども、平成２６年８月に（仮称）富岡市総合保健セ

ンター検討委員会を設置いたしまして、整備方針等を決め、富岡合同庁舎の一部を市へ貸すことはで

きないか、県立富岡東高校の一部を市へ貸すことはできないか等の交渉を県と行い、結果県からの回

答は否というふうなことでしたものですから、保健センターの土地に新しい富岡市健康プラザを造っ
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たということでございます。下に書いてございますけれども、福祉部門の公共サービスと民間サービ

スを兼ね備えた複合施設を建設すると。現保健センターの所在地に造ると。これは、土地については

県から買収してございます。準備方式とすると、ＰＰＰ方式というふうな複合方式を採用してござい

ます。民間主導による複合方式です。 

 それから、次のページに行かせていただきまして、最終的にこれまで検討してきた構想は、市政が

変わる云々等いろいろな事情がありまして、平成３１年３月に仮称の富岡市総合福祉センター整備方

針を白紙化され、令和２年５月になりまして紆余曲折した後、富岡市子育て健康プラザ整備基本構想

を策定し、現行の富岡市健康プラザを令和５年の３月に竣工いたしました。用地、設計、本体工事費

として事業費が１２億３，０００万円ということで施工、完工されたわけでございます。紆余曲折あ

り、土地買収等の県との交渉は不可という中での建設経緯が説明等で示されました。 

 ２番目です。これは委員からの現地での質問がございました。市庁舎の児童福祉担当との連携の状

況や、建物が本庁舎と別なので、やりづらいかどうかというような質問に対しまして、先ほどは設計

とか施工とかについての質問の回答でございまして、今回は本庁舎の市役所と健康プラザが別の土地

にございますから、やりづらくないかという質問に対しましては、同一施設であるほうが連携は取り

やすいと考えるとして、建物が別なことでの不都合を感じるけれども、児童福祉担当は市役所内の他

部署との連携も必要であって、母子保健事業を行うには広いスペースや駐車場が必要である等の事情

から、小まめな連絡を取って、きめ細かく対応しているというような回答がございました。 

 １枚はぐっていただきまして、最終ページを読ませていただきます。７番、最も重要な市民の声と

して、利用者からどのような声があったかと尋ねましたところ、名称が子育て健康プラザとなり、保

健センターがどこにあるのか分からないと。これでは名称からして非常に分かりづらいという声があ

ったという回答がございました。あと、検診機関からは、検診室が広くて使い勝手がよいと。実際見

てきました。広くて明るく、過ごしやすいものであるということが当地に行きまして確認できました。 

 以上を踏まえまして、考察といたしますと、今回富岡市子育て健康プラザにおいて富岡市への視察

研修を行った。この施設は、富岡市が力を入れた令和５年３月竣工の保健センター機能と子育て機能

を備えた複合施設である。赤ちゃんから大人まで安心して利用できる子育て・健康・交流の場が設け

られたことにより、市民にとり安心して子供を産み育てられる拠点ができた。人口減少が続く中、そ

の歯止めをかける市の事業であると受け止められた。当委員会としても視察先会場での質問と市から

の回答、ハード面での施設を見てきまして、玉村町にもこうした施設の必要性を強く印象づけられま

した。今後の玉村町のハード面を含めた子育て支援施策の一層の充実を期待する。 

 以上、所管事務調査報告といたします。終わります。 

◇議長（石内國雄君） 以上で、民生文教常任委員長の報告を終了いたします。 

 これをもちまして、閉会中における所管事務調査報告を終了いたします。 

                      ◇                   
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〇日程第５ 陳情の付託 

◇議長（石内國雄君） 日程第５ 陳情の付託についてを議題といたします。 

 ただいま議題となっております陳情については、お手元に配付してあります文書表のとおり関係常

任委員会に付託し、今定例会開会中の審査といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認め、そのように決定いたしました。 
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                      ◇                   

〇日程第６ 報告第３号 令和５年度玉村町土地開発公社決算報告について 

〇日程第７ 報告第４号 令和５年度公益財団法人玉村町文化振興財団決算報告につい 

            て 

〇日程第８ 報告第５号 令和５年度公益財団法人玉村町農業公社決算報告について 

◇議長（石内國雄君） 日程第６、報告第３号 令和５年度玉村町土地開発公社決算報告についてか

ら日程第８、報告第５号 令和５年度公益財団法人玉村町農業公社決算報告についてまでの決算報告

が提出されました。 

 これより公社及び財団に関する３件の決算報告を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） おはようございます。令和６年玉村町議会第３回定例会の開会に当たり、ご

挨拶を申し上げます。 

 さて、今年の夏は玉村町中学生海外派遣事業が５年ぶりに開催され、先日両中学校の生徒２０名が

無事にアメリカのワシントン州エレンズバーグから帰国しました。生徒の皆さんの顔には、帰国した

安堵感とともに、貴重な経験を得た後の充実した様子がうかがえました。生徒の皆さんが後日行われ
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る報告会で、中学生の若い感性で体験してきた国際交流をどのように語るのか、大いに期待しており

ます。さらにこの経験をグローバルな視野を持ち、お互いの多様性を認めながら尊重することを考え

る機会にしていただきたいと願っています。 

 また、このたび石内國雄議長におかれましては、全国町村議会議長会の監事に就任されました。誠

におめでとうございます。長年にわたり培われたご経験を生かし、全国町村議会発展のためますます

ご活躍されますことをご祈念申し上げまして、お祝いの言葉といたします。 

 さて、本日令和６年玉村町議会第３回定例会を招集いたしましたところ、ご参会いただきまして本

定例会が成立いたしました。厚く御礼申し上げます。 

本定例会は、本日から９月１７日までの１６日間、令和５年度決算認定を含む２８案件につきまし

て提案させていただき、ご審議をお願い申し上げるものでございます。各案件の内容につきましては、

後ほど説明させていただきますが、慎重にご審議いただき、ご議決、ご認定を賜りますようお願い申

し上げます。 

また、一般質問では１０人の議員から、町政全般にわたるご質問をいただいておりますが、誠心誠

意、議論を尽くしてまいりたいと存じますので、貴重なご意見、ご提言を賜りますようお願い申し上

げます。 

それでは、報告に入らせていただきます。報告第３号 令和５年度玉村町土地開発公社決算報告に

ついてご説明申し上げます。本案は、玉村町土地開発公社理事長より令和６年５月３１日付で、令和

５年度玉村町土地開発公社決算書が提出されましたので、地方自治法第２４３条の３第２項の規定に

基づき報告するものでございます。 

 土地開発公社の業務につきましては、公有地の拡大の推進に関する法律に基づく公有地取得事業及

び土地造成事業に伴うものでございます。令和５年度の主な業務は、分譲済みの東部工業団地西地区

において企業立地のための支援を行いました。 

 令和５年度決算は、収益的収支におきましては、受取利息等による収入２万２，４３２円、一般管

理費による支出２万３，６００円となり、差引き１，１６８円の損失を計上いたしました。これによ

り、繰越準備金は９，２６４万５，３９５円となります。 

 また、資本的収支はありませんでした。 

 事業の実績につきましては、別紙事業報告書及び付属明細表のとおりでございます。 

 次に、報告第４号 令和５年度公益財団法人玉村町文化振興財団決算報告についてご説明申し上げ

ます。公益財団法人玉村町文化振興財団理事長より令和６年４月３０日付で報告書が提出されました

ので、地方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき報告いたします。 

 まず、決算の概要につきましては、収入合計額が６，００７万８，３９５円であり、町への補助金

返還分を含む支出合計額も同額となります。令和５年度につきましては、文化センター開館３０周年

ということで事業数を多く見込んでおりましたので、特別に例年より１００万円多い５，１００万円
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という補助金が出ておりました。また、補助金について、令和５年度補助事業等実績の報告時に精算

を行った結果、補助金確定額を４，５７７万１，６８８円とし、既に交付した５，１００万円から財

団の繰越金相当額である５２２万８，３１２円の返還を受けました。 

 令和５年度は、コロナ禍が収束に向けて動き出しましたので、町の芸術及び文化の振興と発展に寄

与することを目的に、積極的に各種事業が行われました。財団の自主事業が８事業、共催事業１事業、

住民参加事業２事業、地域協働事業３事業、助成事業１事業、協力事業１事業、町民応援事業１事業、

文化センター３０周年記念事業が１事業の合計１８事業を無事に実施することができました。 

 なお、事業の実績につきましては、別紙事業報告書及び収支決算書のとおりでございます。 

 次に、報告第５号 令和５年度公益財団法人玉村町農業公社決算報告についてご説明申し上げます。

公益財団法人玉村町農業公社理事長より令和６年５月３１日付で報告書が提出されましたので、地方

自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき報告いたします。 

 決算の概要につきましては、収入合計が４，８９７万５，３９５円、支出合計が４，８７７万

４，９１６円であり、収支差額は２０万４７９円の単年度黒字でございます。 

 公社事業につきましては、群馬県農業公社から農地中間管理事業の窓口業務を受託して、引き続き

担い手への農地集積を進めることができました。また、農業機械銀行事業では、作業受託、農業機械

の貸出しにより、引き続き農業者のコスト削減の一翼を担うことができました。そして、ＷＣＳ事業

におきましては、作付面積は前年より増加し、県内各地の畜産農家に販売し、農家所得の向上に寄与

することができました。 

 その他事業の詳細につきましては、別紙事業報告書のとおりでございます。 

◇議長（石内國雄君） 以上で日程第６、報告第３号から日程第８、報告第５号までの公社及び財団

に関する３件の決算報告を終了いたします。 

                      ◇                   

〇日程第９ 承認第６号 専決処分を報告し、承認を求めることについて（令和６年度 

            玉村町一般会計補正予算（第３号）） 

◇議長（石内國雄君） 日程第９、承認第６号 専決処分を報告し、承認を求めることについて（令

和６年度玉村町一般会計補正予算（第３号））を議題といたします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 承認第６号 令和６年度玉村町一般会計補正予算（第３号）における専決処

分を報告し、承認を求めることについてご説明申し上げます。 

 本案は、地方自治法第１７９条第１項の規定により、令和６年８月１日付で専決処分したもので、

同条第３項の規定により本定例会において報告し、承認を求めるものでございます。 
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 内容につきましては、既定の歳入歳出予算の総額に４，０５２万７，０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を１２８億３，８０１万７，０００円とするものでございます。 

 補正内容につきましては、令和５年度に中間納付されていた法人町民税につきまして、企業の確定

申告により確定税額よりも支払った中間納税額が多かったため、超過分を還付するとともに、納付さ

れていた期間の還付加算金を支払うものでございます。 

 なお、歳入につきましては、前年度繰越金を計上しております。 

 ご審議の上、ご承認くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（石内國雄君） 提案説明が終了いたしました。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり承認されました。 

                      ◇                   

〇日程第１０ 認定第１号 令和５年度玉村町一般会計歳入歳出決算認定について 

〇日程第１１ 認定第２号 令和５年度玉村町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 

             について 

〇日程第１２ 認定第３号 令和５年度玉村町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認 

             定について 

〇日程第１３ 認定第４号 令和５年度玉村町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ 

             いて 

〇日程第１４ 認定第５号 令和５年度玉村町介護予防サービス事業特別会計歳入歳出 

             決算認定について 
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〇日程第１５ 認定第６号 令和５年度玉村町水道事業会計決算認定について 

〇日程第１６ 認定第７号 令和５年度玉村町下水道事業会計決算認定について 

◇議長（石内國雄君） 日程第１０、認定第１号 令和５年度玉村町一般会計歳入歳出決算認定につ

いてから日程第１６、認定第７号 令和５年度玉村町下水道事業会計決算認定についてまでの７議案

を一括議題といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第１０、認定第１号から日程第１６、認定第７号までの７議案を一括議題とすること

に決定いたしました。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 認定第１号 令和５年度玉村町一般会計歳入歳出決算について、地方自治法

第２３３条第３項の規定によりご説明申し上げます。 

 まず、決算の概要でございますが、歳入総額１２５億３，０７３万９，３１５円に対し、歳出総額

は１１８億８，３９１万２，８４８円となり、歳入から歳出を差し引いた形式収支は６億４，６８２万

６，４６７円の黒字となりました。このうち翌年度へ繰り越すべき財源が１億５８３万９，０５５円

ありましたので、実質収支は５億４，０９８万７，４１２円の黒字となり、さらにここから２億

８，０００万円を財政調整基金に積み立てましたので、残りの２億６，０９８万７，４１２円につき

ましては翌年度へ繰り越すこととさせていただきました。 

 令和５年度決算の大きな特徴といたしましては、その根幹をなす町税収入につきまして、町内企業

の業績の低迷により法人町民税が大幅な減収となったほか、地方交付税は令和４年度の法人町民税の

増収等により基準財政収入額が大幅に増加したため、１０．９％減となりました。 

 各種交付金は、地方消費税交付金やゴルフ場利用税交付金等が減少したものの、株式等譲渡所得割

交付金や法人事業税交付金、環境性能割交付金等が増加し、全体では１．７％増となっています。 

 使用料及び手数料は、社会体育館の指定管理者制度導入による社会体育館使用料の減や一般廃棄物

処理手数料の減少等により７.８％減となりました。 

 国庫支出金は、社会資本整備総合交付金や保育士等処遇改善臨時特例交付金等の減少等により

１６．８％減、財産収入は町営住宅跡地の売払いの終了等により５１.３％減、寄附金につきましては

ふるさと納税による寄附の減少等により３９．９％減となっております。 

 繰入金は、財政調整基金の繰入れ等により大きく増加いたしました。 

 諸収入は、小中学校給食費無償化に伴う学校給食費の減少等により２１．６％減となるほか、町債

は臨時財政対策債や公共施設等適正管理推進事業債の減少等により４６．９％減となりました。 
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 次に、歳出では、目的別に見ると商工労働費、土木費及び衛生費の減少と教育費の増加が顕著とな

っております。性質別では、経常的経費である人件費、物件費、維持補修費、扶助費、補助費等及び

公債費の占める構成比が８３．６％となり、経常的経費の伸び率は０．４％減となりました。 

 歳出総額では、住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金事業や南中学校のトイレ改修事業等に

よる増があったものの、新型コロナウイルスワクチン接種関連事業の減少やプレミアム付商品券発行

事業、緊急経済対策住宅等リフォーム支援事業の終了等により、前年度に比べ３．３％減となってお

ります。 

 なお、地方債現在高につきましては、前年度末から５億５，６３６万８，０００円減少し、令和５年

度末では９０億７，１３０万円となりました。 

 一方、財政調整基金現在高につきましては、令和４年度の決算剰余金の４億６，０００万円と令和

５年度中に発生した利子１１万３，０００円を積み立てる一方、令和５年度の財源不足を補うための

６億円の取崩しを行った結果、前年度末から１億３，９８８万７，０００円減少し、令和５年度末で

は２５億３２２万１，０００円となりました。 

 また、財政力指数につきましては、前年度に比べ０．０１ポイント上昇して０．７５となり、公債

費負担比率につきましても０．２ポイント改善して９．０％になるなど改善傾向が見られましたが、

財政構造の弾力性を示す経常収支比率は前年度に比べ１０．７ポイント上昇し、９７．４％となりま

した。経常収支比率上昇の要因としましては、特定財源の減少等による経常経費充当一般財源の増加

に加え、経常一般財源収入額の減少が挙げられますが、一部補助金の翌年度交付や前年度の法人町民

税増加に伴う地方交付税の減少等、一過的な要因による影響も大きいと考えており、引き続き健全な

財政運営に向けた取組を進めてまいります。 

 以上、経済活動、社会生活等がコロナ禍以前の状況に戻りつつありますが、少子高齢化や人口減少、

デフレ型経済から新たな成長型経済への移行等、町を取り巻く環境が大きく変化している中、町民の

暮らしと地域経済を守り、町の発展を継続するためにも、引き続き財政健全化への取組を堅持し、持

続可能な財政基盤の確立に努めていきたいと考えています。 

 次に、認定第２号 令和５年度玉村町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定についてご説明申し

上げます。決算の概要につきましては、歳入決算額３５億７，４６０万９，３０８円に対し、歳出決

算額は３５億６７１万３，６３４円となりました。これにより、実質収支額が６，７８９万５，６７４円

となり、翌年度へ繰越しいたしました。 

 なお、令和４年度の繰越金が１億３，８９５万１０５円であったため、実質収支額から前年度繰越

金を差し引いた収支額は７，１０５万４，４３１円の減額となりました。これは、特別交付金の減額

や国民健康保険事業費納付金が増加したことから減額となりました。 

 まず、主な歳入ですが、国民健康保険税は７億５，０９７万７，６０８円で、加入者が減少したこ

となどにより、前年よりも３１２万円程度減収となりました。 



－15－ 

 現年分の収納率は９６．８０％で、前年度よりも１．５８ポイント上昇しました。 

 県支出金は、医療費に係る補助金として普通交付金が２３億９，３１２万３，５５２円でありまし

た。また、特定健診やジェネリック医療品の普及推進、エイズ予防など、町の取組に対する補助金と

して特別交付金が４，４０７万６，０００円でありました。 

 一般会計からの繰入金については、保険基盤安定、事務費、出産育児一時金など２億３，２４３万

１，０６７円が繰り入れられました。 

 次に、歳出ですが、保険給付費の支払いが一般被保険者分で２４億６５７万７，２５８円で、１億

８，６７４万５，９３９円の減額となりました。 

 広域化に伴い、県へ納付する国民健康保険事業費納付金につきましては、医療給付費分、後期高齢

者支援金等分、介護納付金分を合わせて１０億２，９１７万３，５１５円で、医療給付費分について

は減額となりました。 

 保健事業では、被保険者の健康の保持増進のため、生活習慣病などの予防を主眼に、特定健診や人

間ドックなどを実施し、特定健診の受診率は昨年度より増加し、３，４３１万９，２７８円の支出と

なりました。特定健診に関しましては、慢性疾患の早期発見や重症化予防などの観点から、非常に重

要なものと認識しておりますので、引き続き制度の周知徹底や未受診者への受診勧奨を図り、被保険

者の健康維持、意識の向上に向けて取り組んでまいりたいと考えております。 

 今後も、歳入の確保と医療費の適正化をより一層推し進め、安定的な国保の健全運営を図りたいと

考えております。 

 次に、認定第３号 令和５年度玉村町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定についてご説明申

し上げます。決算の概要につきましては、歳入決算額４億２，５０１万８，７４０円に対し、歳出決

算額は４億２，２６１万７，８９５円となりました。 

 まず、歳入の主なものとして、後期高齢者医療保険料は３億２，１３７万９，３８７円で、収納率

は９９．７％であります。一般会計からは、特別会計事務費及び保険基盤安定拠出金として８，５０７万

５，１９４円を繰り入れました。 

 次に、歳出の主なものは、後期高齢者医療広域連合納付金として保険料納付金３億２，１１１万

６，１８７円と保険基盤安定拠出金７，９２２万９，１９４円であります。 

 実質収支差額については２４０万８４５円で、翌年度へ繰り越ししました。 

 今後も、後期高齢者医療制度についてご理解いただけるようきめ細やかな対応を行い、円滑な制度

運営を図ってまいります。 

 次に、認定第４号 令和５年度玉村町介護保険特別会計歳入歳出決算認定についてご説明申し上げ

ます。決算の概要につきましては、歳入決算額２９億６，４４７万６，７６２円に対し、歳出決算額

は２６億２，８１１万４，００８円となりました。実質収支額は３億３，６３６万２，７５４円とな

り、同額を翌年度へ繰り越しました。 
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 歳入の主なものですが、第１号被保険者の介護保険料収入が７億８，８６３万８，５１９円であり、

約１，４００万円の増収となりました。滞納繰越分を含めた収納率は９９．４９％でございます。 

 国、県の支出金、支払基金交付金については、全体として増額となっております。 

 次に、歳出の主なものですが、最も多くを占めているのが保険給付費の２３億１，５６９万

２，１１２円であり、前年度より約５，９６０万円減となりました。 

 また、地域支援事業費については、８，１８８万５，５８５円となっております。 

 介護保険基金についてですが、令和４年度の実質収支額２億９，６８３万１，９８４円のうちの１億

５，０００万円を積み立てました。 

 第８期介護保険事業計画期の最終年度である令和５年度は、介護予防・重度化防止施策の推進、適

正な介護給付等に努力した結果、令和４年度を上回る黒字決算となりました。計画期間中に生じた剰

余金で積み立てた介護保険基金を適切に運用し、今後も安定的な制度の維持、運営に努めてまいりま

す。 

 次に、認定第５号 令和５年度玉村町介護予防サービス事業特別会計歳入歳出決算認定についてご

説明申し上げます。決算の概要につきましては、歳入歳出決算額ともに３０１万８，１５９円となり

ました。 

 本事業は、介護保険の要介護認定の結果、要支援１、要支援２と認定された方に対して、地域包括

支援センターの保健師等がケアプランを作成するという平成１８年度から始まった事業であり、令和

５年度で１８年が経過したところでございます。今後も高齢化が進行するに伴い、要支援１、要支援

２といった要支援者の認定者の増加も予想されることから、介護予防を重視した適正なケアプランの

作成に努めてまいりたいと考えています。 

 また、平成２７年度の途中から総合事業へ移行したことに伴い、総合事業の対象者への介護予防ケ

アマネジメントの作成につきましても同様に努めてまいります。 

 次に、認定第６号 令和５年度玉村町水道事業会計決算認定についてご説明申し上げます。まず、

収益的収入及び支出でございます。収入総額は５億６，３５９万５，０５３円で、内訳は給水収益等

の営業収益が５億３，４０３万９，８４０円、営業外収益が２，９５５万５，２１３円でございます。 

 一方、支出総額は４億６，９９１万４，８８７円で、内訳は営業費用が４億４，０５８万７，４３５円、

企業債利子などの営業外費用が２，８６９万４，９７２円、特別損失が６３万２，４８０円でござい

ます。 

 次に、資本的収入及び支出でございます。収入総額は１億７，９５０万６，６００円で、内訳は企

業債が１億５，０２０万円、国の水道管路緊急改善事業に係る補助金が２，７１０万円、固定資産売

却収入が２２０万６，６００円でございます。 

 一方、支出総額は３億７，７２３万２，７３３円で、内訳は建設改良費が２億５，７１３万５，７９７円、

水道メーター等の固定資産購入費が５４０万８，４２８円、企業債償還金が１億１，３３２万
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４，８７２円、国庫補助金仕入れに係る消費税相当額返還金が１３６万３，６３６円でございます。 

 なお、資本的収入において不足した１億９，７７２万６，１３３円につきましては、当年度分損益

勘定留保資金１億２，０８２万１，９３９円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額

１，９４６万２，７８８円並びに建設改良積立金５，７４４万１，４０６円で補填いたしました。 

 引き続き、安全、安心な水を供給できるよう維持管理に努めるとともに、経費節減等により効率的

な事業経営を図ってまいります。 

 次に、認定第７号 令和５年度玉村町下水道事業会計決算認定についてご説明申し上げます。まず、

収益的収入及び支出でございます。収入総額は７億９，８８８万１６６円で、内訳は下水道使用料等

の営業収益が３億５，０９８万４，１００円、一般会計繰入金等の営業外収益が４億４，７８９万

６，０６６円でございます。 

 一方、支出総額は７億４，６４３万９，６４２円で、内訳は営業費用が６億４，９７７万９，４８７円、

企業債利子などの営業外費用が９，６６６万１５５円でございます。 

 次に、資本的収入及び支出についてでございます。収入総額は５億７，０５７万６，２００円で、

内訳は企業債が３億７，４００万円、他会計補助金が５，５３１万７，０００円、国及び県からの補

助金が１億１，６２０万円、下水道事業受益者負担金が２，５０５万９，２００円でございます。 

 一方、支出総額は８億８，１２６万９，８６９円で、内訳は管渠築造工事費等の建設改良費が４億

７１５万７，４５６円、企業債償還金が４億７，４１１万２，４１３円でございます。 

 なお、資本的収入において不足した３億１，０６９万３，６６９円につきましては、過年度分消費

税及び地方消費税資本的収支調整額１，７４１万８，２３６円、当年度分消費税及び地方消費税資本

的収支調整額８７６万２，６７９円、当年度分損益勘定留保資金２億４，９３４万６，３８８円及び

減債積立金３，５１６万６，３６６円で補填いたしました。 

 今後も計画的に整備を進め、収入の確保に努めるとともに、効率的な事業運営を図ってまいります。 

 以上が、令和５年度の一般会計をはじめ、特別会計の歳入歳出決算の概要でございますが、去る７月

１１日から８月１日までの間、監査委員さんに審査をしていただき、その審査意見書が提出されてお

りますので、監査委員さんの意見書を付して、議会に提出いたします。 

 また、決算の詳しい内容につきましては、決算書並びに決算における主要事業と成果等の説明書を

御覧いただきたいと思います。ご審議の上、ご認定くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（石内國雄君） 提案説明を終了いたします。 

                                         

◇議長（石内國雄君） 休憩いたします。１０時１０分から再開いたします。 

   午前９時５４分休憩 

                                         

   午前１０時１０分再開 
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◇議長（石内國雄君） 再開します。 

                                         

◇議長（石内國雄君） 認定第１号 令和５年度玉村町一般会計歳入歳出決算認定についてから認定

第７号 令和５年度玉村町下水道事業会計決算認定についてまで監査委員の審査意見が付されており

ます。 

 監査委員の審査意見の朗読を求めます。 

 総務課長。 

              〔総務課長 齋藤善彦君登壇〕 

◇総務課長（齋藤善彦君） それでは、令和５年度玉村町一般会計・特別会計・公営企業会計歳入歳

出決算及び基金運用状況についての監査委員の審査意見書について朗読させていただきます。 

 ２ページをお開きください。第１、審査の対象、第２、審査の期間、第３、審査の方法、こちらは

記載のとおりですので、割愛させていただきます。 

 ３ページをお開きください。中頃、第４、審査の結果です。こちらも３ページから１９ページ上段

まで記載のとおりですので、割愛させていただきます。 

 次に、１９ページ中段、第５、審査の意見です。１、総括意見、一般会計及び各特別会計の歳入歳

出決算及び財産の取得、管理、処分並びに基金の運用状況については、決算その他関係諸表等の計数

の正確性を検証した結果、その計数は正確であり、予算の執行または事業の経営はおおむね適正かつ

効率的に行われていると認められた。 

 なお、提出された各審査調書に関する審査の結果及び意見は以下のとおりである。 

 （１）、前年度指摘事項の措置状況。令和５年度に実施した定期監査、随時監査、例月出納検査、

財政援助団体等監査、決算審査の際の意見や指摘事項に対し必要な措置が講じられたかどうかについ

て、提出された令和５年度措置状況調書により確認した結果、おおむね適切な措置が講じられている

ものと認められた。 

（２）、主要事業と成果等。令和５年度決算における主要事業と成果等については、提出された説

明資料に基づき、各課担当者より説明を求めた結果、実施された主要事業はおおむね適切に実施され

ており、一定の成果を上げていると認められた。 

今後とも最小の経費で最大の成果が得られるよう、合理的かつ効果的な事業運営に取り組まれたい。 

 （３）、委託業務及び工事施工状況、負担金の根拠、財産の管理。契約金額が５０万円以上の委託

業務や契約金額が１３０万円以上の工事の施工状況、各種負担金の根拠、財産（土地・建物）の取得、

処分や貸付け、借入れの状況等については、提出された令和５年度玉村町歳入歳出決算審査調書に基

づき確認した結果、委託業務や工事の契約内容、施工時期及び財産の管理等の状況はおおむね適切で

あると認められた。 

 法令外負担金についても、おおむね適正な支出であると認められた。今後も負担金額の算出根拠や
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支出先の団体の活動を把握し、例年どおりの支出でなく、その必要性を検討されたい。 

 （４）、補助金及び交付金。各種団体の補助金等による事業の実施状況については、提出された令

和５年度決算補助金等実績報告書に基づき確認を行った。 

 その結果、各種団体等の事業実施状況はおおむね良好であり、補助金の必要性、有効性、支出の時

期及び額等はおおむね適切であると認められた。 

 （５）、歳入と歳出の確認。歳入については、提出された令和５年度玉村町歳入歳出決算書等に基

づき、予算現額、調定額、収入済額、収入未済額、不納欠損額等について確認した結果、一部の収入

未済額を除き、おおむね適切に処理されていると認められた。 

 収入未済額のうち、放課後児童クラブ使用料の前年度決算時は１万５，０００円であったが、決算

年度時では収入未済額が７１万３，０００円と増加してしまった。現在、町と委託事業者で協議しな

がら、未済となっている使用料の徴収を進めているとのことであった。また、玉村町放課後児童クラ

ブ事業運営委託要綱第６条第２項では、委託事業者は第１項の規定により使用料を徴収した場合は速

やかに町に納めるものとなっているが、委託事業者は町への使用料収入に遅れが生じていることも認

められた。今後も収入未済額縮減の取組強化に努められたい。 

 不納欠損処分の状況等については、令和６年６月２７日に随時監査を実施し、不納欠損処分に至る

までの徴収努力並びに事務処理について、おおむね適正に実施されていることを確認した。 

 歳出については、提出された令和５年度玉村町歳入歳出決算書等に基づき、予算現額、支出済額、

翌年度繰越額、不用額等について確認した結果、おおむね適切に執行されていると認められた。 

 不用額については、主な要因は節内における累計残や予算時の見積額に対する入札等の差金による

ものであり、やむを得ないものと認められた。 

 ２、財政分析。実質収支比率６．７％については、前年度１１．７％を５ポイント下回り、財政力

指数０．７５は前年度０．７４％を０．０１ポイント上回ったほか、公債費負担比率９．０％につい

ては前年度９．２％を０．２ポイント下回り改善が見られた。経常収支比率９７．４％については、

昨年度に比べ１０．７ポイント上回った。経常収支比率については、近年改善傾向が続いていたが、

今回大きく上昇した要因として、法人町民税、地方交付税及び臨時財政対策債の減少等による経常一

般財源収入額の減少をはじめ、一部補助金の翌年度交付や学校給食費の無償化、ふるさと寄附金の減

少等による経常経費充当一般財源の増加などが挙げられた。地方交付税の減少や一部補助金の翌年度

交付は一時的な要因であるため、次年度以降は改善傾向を見込んでいるとのことであった。 

今後も引き続き、健全な財政運営に向けた取組に当たられることを要望する。 

 ３、一般会計。前半部分については記載のとおりですので、割愛をさせていただきます。 

 ２１ページの中段を御覧ください。令和５年度一般会計決算については、おおむね妥当であると認

められる。町は、新型コロナウイルス感染症対策の感染症法上の位置づけが５類相当へ変更され、コ

ロナ禍以前の状況に戻りつつも、エネルギーや原材料、食料費等の高騰により物価上昇の影響を受け
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る中、町政運営に日々取り組んでいるところである。少子高齢化や人口減少、デフレ型経済から新た

な成長型経済への移行等、町を取り巻く環境が大きく変化している中、町民の暮らしと地域経済を守

り、町の発展を継続するためにも、引き続き財政健全化への取組を堅持し、持続可能な財政基盤を確

立することが重要であると考える。物価高騰など、直面する課題に対して引き続き全力で対応すると

ともに、今後も玉村町の発展と町民福祉の向上に向けた施策についても、積極的に取り組まれるよう

期待する。 

 ４、特別会計。こちらも各特別会計それぞれ前半部分は記載のとおりですので、割愛をさせていた

だきます。 

 （１）、国民健康保険特別会計。令和５年度国民健康保険特別会計決算については、おおむね妥当

であると認められる。国民健康保険事業は、社会保険への加入要件の緩和等により、保険加入者数は

減少しているものの、医療の高度化に伴い、１人当たりの診療費は増加傾向にある。今後も財政運営

の責任を担う群馬県と連携を図りながら、安定的かつ効率的な国民健康保険事業の運営に取り組まれ

たい。 

 （２）、後期高齢者医療特別会計。令和５年度後期高齢者医療特別会計決算については、おおむね

妥当であると認められる。後期高齢者医療保険の年間平均被保険者数は年々増加しており、令和５年

度は前年度に比べ２８３人増加（６．６％増）した。高齢化の進行に伴い、今後も医療費の増加が見

込まれることから、適正な保険給付に努め、引き続き安定的な後期高齢者医療保険事業の運営に取り

組まれたい。 

 （３）、介護保険特別会計。令和５年度介護保険特別会計決算については、おおむね妥当であると

認められる。高齢社会の進行に伴い、要支援、要介護認定者の増加と、それに伴う介護サービスの需

要はより一層高まることが予想される。引き続き、高齢者が住み慣れた地域で自分らしく自立して生

活できるよう、健全な介護保険事業の運営に努められたい。 

 （４）、介護予防サービス事業特別会計。令和５年度介護予防サービス事業特別会計決算について

は、おおむね妥当であると認められる。引き続き、適切な介護予防サービス事業の運営に取り組まれ

たい。 

 ２３ページになります。５、基金の運用状況等です。公有財産、物品、基金の管理及び運用状況に

ついては、財産に関する調書及び公有財産台帳、基金残高表、預貯金残高証明書、出資証券、その他

基金の運用状況等に関する資料に基づいて審査した結果、その運用状況を示す書類、計数等は正確で

あり、おおむね妥当であると認められた。引き続き、適切な管理、運営に取り組まれたい。 

 ２４ページを御覧ください。令和５年度玉村町水道事業会計決算審査結果及び意見です。１、審査

の対象から２５ページの７、審査結果までは記載のとおりですので、割愛させていただきます。 

 ８、審査意見です。令和５年度水道事業会計決算については、おおむね妥当であると認められる。

有収率については８９．５％で、前年度９０．１％に比べ０．６ポイント下降した。収益の向上と水
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の安定供給のため、今後もさらなる有収率の向上に努められたい。 

 水道事業を取り巻く環境は、人口減少に伴い料金収入の減収が見込まれる一方、施設の老朽化に対

応するための更新費用の増加が見込まれるなど厳しさを増している。よって、将来にわたって安定的

に水道事業を継続していけるよう、次年度以降の水道料金改定の検討に当たっては、説明責任を果た

すべく計画的かつ慎重に進めるとともに、玉村町水道事業経営戦略に基づいた取組を着実に行い、引

き続き健全経営に努められたい。 

 ２６ページを御覧ください。令和５年度玉村町下水道事業会計決算審査結果及び意見です。１、審

査の対象から２７ページの７、審査結果までは記載のとおりですので、割愛させていただきます。 

 ８、審査意見です。令和５年度下水道事業会計決算については、おおむね妥当であると認められる。

下水道事業は、公衆衛生の向上と生活環境の改善及び水質の保全という町民生活を支える重要なライ

フラインの１つである。一方、下水道整備の普及、促進とともに、人口減少に伴う使用料収入の減収

や今後の施設の更新などの課題に直面しつつあり、経営環境は厳しさを増している。 

 また、下水道使用料及び下水道事業受益者負担金については、強制徴収公債権であるゆえ、税金の

滞納処分の例により徴収できる債権であることから、差押え等の強制執行を視野に入れたさらなる滞

納整理の取組強化について、しっかりとした目標を立てるなど研究の上、実施されたい。 

 以上、将来にわたって安定的かつ持続的に下水道事業を継続していけるよう、今後の下水道使用料

改定の検討に当たっては、説明責任を果たすべく計画的かつ慎重に進めるとともに、玉村町下水道事

業経営戦略に基づいた取組を着実に行い、引き続き健全経営に努められたい。 

 次の２８ページ以降については、各会計に関する付表となっております。 

 以上で、監査委員による審査意見書の朗読を終了させていただきます。 

◇議長（石内國雄君） 以上で、監査委員の審査意見の朗読を終了いたします。 

 議員各位に申し上げます。決算審査に先立っての総括質疑は、議会運営に関する基準（先例）の附

則１の規定により、予算・決算特別委員会に付託される議案の総括質疑は款項の範囲で行うと定めら

れております。したがいまして、総括質疑は款項の範囲でお願いいたします。 

 それでは、これより令和５年度の各会計の歳入歳出決算認定に係る総括質疑を議案ごとに行います。 

 日程第１０、認定第１号 令和５年度玉村町一般会計歳入歳出決算認定についてに係る総括質疑を

行います。 

 これより本案に対する総括質疑を求めます。 

 ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） ３１ページ、一般会計の収入の状況のところで、令和５年度が収入未済

額、非常に伸びているというか、収入未済額が高くなっておりまして、２億５，０００万円ほどの収

入未済額がありますが、この背景、どうしてこのようになっているのかという説明をお願いします。 
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◇議長（石内國雄君） 総務課長。 

              〔総務課長 齋藤善彦君発言〕 

◇総務課長（齋藤善彦君） 一般会計の収入率が下がっているということでよろしいでしょうか。こ

ちらにつきましては、令和６年度への繰越明許における国、県支出金の未収入特定財源の増が大きな

要因となっております。主なものにつきましては、低所得世帯への給付金や水道料金の減免、そちら

が繰り越しになっております。こちらにつきましては、社会福祉費のほうの住民税均等割のみ課税世

帯に対する給付金や子育て世帯への加算給付、あと先ほども申しましたとおり、水道の基本料金の減

免のための予算を翌年度等に繰り越した関係が主な要因であります。 

◇議長（石内國雄君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） コロナ禍が過ぎて、通常に経済も戻ってきたかと思いますが、その経済

的な背景のものはどのように捉えていますか。 

◇議長（石内國雄君） 総務課長。 

              〔総務課長 齋藤善彦君発言〕 

◇総務課長（齋藤善彦君） 経済的な背景につきましては、税収ですけれども、法人町民税がかなり

下がりましたが、ほかの税については微増というような形になっております。 

◇議長（石内國雄君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑終了と認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 以上で、令和５年度玉村町一般会計歳入歳出決算認定についてに係る総括質疑を終了いたします。 

 日程第１１、認定第２号 令和５年度玉村町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定についてに係

る総括質疑を行います。 

 これより本案に対する総括質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 以上で、令和５年度玉村町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定についてに係る総括質疑を終了

いたします。 

 日程第１２、認定第３号 令和５年度玉村町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定についてに

係る総括質疑を行います。 
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 これより本案に対する総括質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 以上で、令和５年度玉村町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定についてに係る総括質疑を終

了いたします。 

 日程第１３、認定第４号 令和５年度玉村町介護保険特別会計歳入歳出決算認定についてに係る総

括質疑を行います。 

 これより本案に対する総括質疑を求めます。 

 ６番月田均議員。 

              〔６番 月田 均君発言〕 

◇６番（月田 均君） では、質問させていただきます。 

 介護保険といいますと、高齢化に伴って上昇傾向があるのですが、令和５年度に限って言えば例年

並みというより、若干支出が減っているということなのですが、それの理由についてはどうに考えて

いますか。 

◇議長（石内國雄君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岡田寛子君発言〕 

◇健康福祉課長（岡田寛子君） お答えします。 

 令和５年度は、町長の提案説明にもありましたけれども、昨年度よりも主に給付費が下がりました。

これは、コロナ禍の利用控えというのも以前にはあったのですけれども、令和５年度に関してはそれ

ほど利用控えということはあまりなかったのかなと思います。それなので、健康福祉課の高齢政策係

で行っている介護予防事業、こちらのほうの成果が出てきているのではないかというようなところで

考えております。 

◇議長（石内國雄君） ６番月田均議員。 

              〔６番 月田 均君発言〕 

◇６番（月田 均君） 分かりました。でも、これから我々が後期高齢者になっていくと考えると、

当然上がっていくというふうに見ているのです。そういう考えでよろしいですか。 

◇議長（石内國雄君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岡田寛子君発言〕 

◇健康福祉課長（岡田寛子君） お答えします。 

 高齢化が急激に今後進んでいくというような推計も出ていますので、これから先も給付費は伸びる

であろうとは思っております。ただ、それをどこまで給付費の伸びを抑えていくかというのが、これ
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から取り組んでいく内容の中心になっていくのかなと思っております。 

◇議長（石内國雄君） ほかに質疑ありませんか。 

 １番羽鳥光博議員。 

              〔１番 羽鳥光博君発言〕 

◇１番（羽鳥光博君） では、介護保険特別会計、決算書４６４ページの款項の項の基金積立金につ

いてでございます。 

 この項の基金積立金、５年度決算におきましては予算現額が１億５，０１２万１，０００円に対し

まして、支出済額が１億５，００３万１，９４１円ということで、３、４、５年度の８期につきまし

ては、大体決算状況を見ていきますと、１億円を超える基金の積立金が発生しておりまして、今回第

９期の６年度を迎えまして、基金をこれだけ積むことができた要因と、現在の基金の積立金額を教え

てもらえますか、まず１つ。 

◇議長（石内國雄君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岡田寛子君発言〕 

◇健康福祉課長（岡田寛子君） お答えします。 

 ８期計画中の積立てに関しては、やはり８期計画を策定する際の給付費の見込みよりも思いのほか

給付費が伸びなかったというところです。それは、先ほど申し上げましたように、令和３年くらいま

ではコロナ禍の利用控えというものがあったのかもしれません。給付費がそれほど伸びなかったとい

う理由については。しかし、４年度、５年度の伸びについては介護予防事業の成果というところで見

ております。そうしたところで黒字が続いておりましたので、３年間で１億円、１億円、今回１億

５，０００万円というところなのですけれども、基金に回しまして、９期以降、また１０期以降、こ

れから高齢化が進む中でうまく運用できるように積み立てられるときに積み立てておいて、それを今

後取り崩して介護保険を運営していこうというような考えになります。現在の保有額は３月末で７億

円ということになっております。 

◇議長（石内國雄君） １番羽鳥光博議員。 

              〔１番 羽鳥光博君発言〕 

◇１番（羽鳥光博君） この１か月以内に、５年の所得を踏まえた６年度の介護保険料の額が各個人

に通知されました。私は、全１３段階中１１段階でございまして、年金天引きですけれども、結果的

に非常に高い額でありまして、これは応能負担ということでやむを得ないのですけれども、やはり第

５段階の基準額を今回６年度は５，９８４円に、前年度の６，６７０円から７００円以上引き上げた

ことによって、１３段階中１１段階でも第８期に比べれば下がったと思いますけれども、先ほど基金

が第８期で７億円くらい積み終わったというふうなことを言っておりますけれども、６年度で３億円

くらい取り崩したというふうに聞いておりますけれども、８期までで積み立てた基金を取り崩す額は

適当な額だったのですか、もっと取り崩すことはできませんでしたか。 
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◇議長（石内國雄君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岡田寛子君発言〕 

◇健康福祉課長（岡田寛子君） 取り崩す額は３億円が適切であると判断しました。 

◇議長（石内國雄君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑終了と認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 以上で、令和５年度玉村町介護保険特別会計歳入歳出決算認定についてに係る総括質疑を終了いた

します。 

 日程第１４、認定第５号 令和５年度玉村町介護予防サービス事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いてに係る総括質疑を行います。 

 これより本案に対する総括質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 以上で、令和５年度玉村町介護予防サービス事業特別会計歳入歳出決算認定についてに係る総括質

疑を終了いたします。 

 日程第１５、認定第６号 令和５年度玉村町水道事業会計決算認定についてに係る総括質疑を行い

ます。 

 これより本案に対する総括質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 以上で、令和５年度玉村町水道事業会計決算認定についてに係る総括質疑を終了いたします。 

 日程第１６、認定第７号 令和５年度玉村町下水道事業会計決算認定についてに係る総括質疑を行

います。 

 これより本案に対する総括質疑を求めます。 

 ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） 下水道事業会計の中の収入未済額について伺います。 
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 ほぼ９０％の収入率ということで、ちょっとこれは収入未済額が高いかなと思うのですけれども、

この背景、どんなものがあってこのように取立てができないのか、説明をお願いします。 

◇議長（石内國雄君） 上下水道課長。 

              〔上下水道課長 上村明弘君発言〕 

◇上下水道課長（上村明弘君） お答えいたします。 

 水道、下水道、こちらにつきましては料金の入る時期が決算の時期と少し異なりますので、これか

ら３月分までの料金関係が入りますので、結果的には九十七、八％になる見込みです。 

◇議長（石内國雄君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） それと、収納率を上げる方法として、口座の引き落としということが全

ての町民にはまだなっていないというところがあると思うのですけれども、そういうものを進めると

いうことも収納率を上げるということで可能かと思いますが、その辺はどのように思いますか。 

◇議長（石内國雄君） 上下水道課長。 

              〔上下水道課長 上村明弘君発言〕 

◇上下水道課長（上村明弘君） お答えします。 

 議員のおっしゃるとおり、いろいろな支払い方法、こちらにつきましては口座引き落としだけでは

なくて、今コンビニの収納、また今進んでいますのがＱＲ決済、そういった電子決済、こういったこ

ともいろいろと進んでおります。それですので、これまでいろいろとお越しいただいて、納付書で納

めていただいた方々にとっても大変有利になってきておりますので、収納率の向上につながるのでは

ないかという期待をしております。 

◇議長（石内國雄君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑終了と認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 以上で、令和５年度玉村町下水道事業会計決算認定についてに係る総括質疑を終了いたします。 

 これをもちまして、７会計に係る総括質疑を終了いたします。 

                      ◇                   

〇決算特別委員会の設置・選任の件 

◇議長（石内國雄君） お諮りいたします。 

 日程第１０、認定第１号 令和５年度玉村町一般会計歳入歳出決算認定についてから日程第１６、

認定第７号 令和５年度玉村町下水道事業会計決算認定についてまでの７議案につきましては、議会

運営に関する基準（先例）第４７条に基づき、議会選出の監査委員となっている議員を除く全議員で
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構成する決算特別委員会を設置し、これに付託の上、審査することにしたいと思います。これにご異

議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第１０、認定第１号から日程第１６、認定第７号までの７議案については、議会選出

の監査委員となっている議員を除く全議員で構成する決算特別委員会を設置し、これに付託の上、審

査することに決定いたしました。 

 ただいま設置されました決算特別委員会の委員の選任につきましては、玉村町議会委員会条例第

６条第４項の規定により、議会選出の監査委員となっている議員を除く全議員を指名したいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議会選出の監査委員となっている議員を除く全議員を決算特別委員会委員に選任すること

に決しました。 

                      ◇                   

〇日程第１７ 報告第６号 令和５年度決算に基づく健全化判断比率の報告について 

〇日程第１８ 報告第７号 令和５年度決算に基づく資金不足比率の報告について 

◇議長（石内國雄君） 日程第１７、報告第６号 令和５年度決算に基づく健全化判断比率の報告に

ついて及び日程第１８、報告第７号 令和５年度決算に基づく資金不足比率の報告についてが提出さ

れました。 

 これより２件の報告を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 報告第６号 令和５年度決算に基づく健全化判断比率の報告についてご説明

申し上げます。 

 本案は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、実質赤字比率、連

結実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率の４指標を報告するものです。 

 まず、実質赤字比率につきましては、一般会計において赤字が生じておりませんので、数値は算定

されませんでした。 

 また、連結実質赤字比率についても、各会計いずれも赤字が生じておりませんので、数値は算定さ

れませんでした。 

 次に、実質公債費比率でありますが、これは過去３年間の平均値で算出するものでございます。令

和３年度から令和５年度までの平均値は、元利償還金の減少や標準財政規模の増加等により、前年度
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と比較して０．４ポイント改善し、３．１％となりました。国で定めた早期健全化基準は２５．０％

となっておりますので、これを下回り、クリアしております。 

 最後に、将来負担比率ですが、地方債現在高などの将来負担額を基金などの充当可能財源が上回っ

たため、前年度と同様に数値は算定されませんでした。 

 なお、今回報告いたします健全化判断比率につきましては、監査委員さんに審査をいただいており

ますので、その審査意見書を付して報告させていただきます。 

 次に、報告第７号 令和５年度決算に基づく資金不足比率の報告についてご説明申し上げます。本

案は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により報告するものでござい

ます。 

 資金不足比率につきましては、水道事業会計、下水道事業会計ともに黒字決算であり、資金不足が

生じていないため、いずれの会計も数値は算定されませんでした。この資金不足比率につきましても、

監査委員さんに審査をいただいておりますので、その意見書を付して報告させていただきます。 

◇議長（石内國雄君） 以上で日程第１７、報告第６号及び日程第１８、報告第７号の２件の報告を

終了いたします。 

 日程第１７、報告第６号 令和５年度決算に基づく健全化判断比率の報告について及び日程第１８、

報告第７号 令和５年度決算に基づく資金不足比率の報告についてには監査委員の審査意見が付され

ております。 

 監査委員の審査意見の朗読を求めます。 

 総務課長。 

              〔総務課長 齋藤善彦君登壇〕 

◇総務課長（齋藤善彦君） それでは、報告第６号、７号のそれぞれ後ろに付されている監査委員の

審査意見書を御覧ください。それでは、朗読させていただきます。 

 初めに、令和５年度財政健全化審査意見書です。１、審査の概要、２、審査期間については記載の

とおりですので、割愛させていただきます。 

 ３、審査の結果です。（１）、総合意見。審査に付された下記、健全化判断比率及びその算定の基

礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認められる。 

 （２）、個別意見。①、実質赤字比率について。令和５年度は実質赤字額がなく、実質赤字比率は

算定されず、早期健全化基準の１３．７４％と比較すると、これを下回っており、良好と言える。 

 ②、連結実質赤字比率について。令和５年度は全ての会計が黒字で連結実質赤字額がなく、連結実

質赤字比率は算定されず、早期健全化基準の１８．７４％と比較すると、これを下回っており、良好

と言える。 

 ③、実質公債費比率について。令和５年度の実質公債費比率は３．１％となり、早期健全化基準の

２５．０％と比較すると、これを下回っており、良好と言える。 
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 ④、将来負担比率について。令和５年度の将来負担比率は算定されず、早期健全化基準の３５０．０％

と比較すると、これを下回っており、良好と言える。 

 （３）、是正改善を要すべき事項。特に指摘すべき事項はない。 

 次は、水道事業会計及び下水道事業会計の経営健全化審査意見書となります。こちらも両事業会計

とも１、審査の概要、２、審査期間については記載のとおりですので、割愛させていただきます。 

 それでは、初めに水道事業会計経営健全化審査意見書です。３、審査の結果です。（１）、総合意

見。審査に付された下記、資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも

適正に作成されているものと認められる。 

 （２）、個別意見。水道事業は、事業の規模４億８，１５６万３，０００円（前年度４億８，３４１万

６，０００円）、流動負債８，３８９万７，０００円（前年度７，９０２万３，０００円）、流動資

産８億８，３２１万７，０００円、（前年度８億６，２０６万１，０００円）、剰余額７億９，９３２万

円（前年度７億８，３０３万８，０００円）、標準財政規模比９．９％（前年度１０．１％）である。

したがって、資金不足比率は算定されず、経営健全化基準の２０．００％と比較すると、なお良好な

状態にあると認められる。 

 （３）、是正改善を要すべき事項。特に指摘すべき事項はない。 

 続きまして、下水道事業経営健全化審査意見書です。３、審査の結果です。（１）、総合意見。審

査に付された下記、資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正に

作成されているものと認められる。 

 （２）、個別意見。下水道事業は、事業の規模３億２，１４３万５，０００円（前年度３億１，１７４万

２，０００円）、流動負債７，５９４万４，０００円（前年度８，１９４万３，０００円）、流動資

産１億７，７８１万７，０００円（前年度１億９，２７２万４，０００円）、剰余額１億１８７万

３，０００円（前年度１億１，０７８万１，０００円）、標準財政規模比１．３％（前年度１．４％）

である。したがって、資金不足比率は算定されず、経営健全化基準の２０．００％と比較すると、な

お良好な状態にあると認められる。 

 （３）、是正改善を要すべき事項。特に指摘すべき事項はない。 

 以上で、監査委員の審査意見書の朗読を終了させていただきます。 

◇議長（石内國雄君） 以上で監査委員の審査意見の朗読を終了いたします。 

                      ◇                   

〇日程第１９ 議案第４３号 令和５年度玉村町水道事業会計剰余金の処分について 

〇日程第２０ 議案第４４号 令和５年度玉村町下水道事業会計剰余金の処分について 

◇議長（石内國雄君） 日程第１９、議案第４３号 令和５年度玉村町水道事業会計剰余金の処分に

ついて及び日程第２０、議案第４４号 令和５年度玉村町下水道事業会計剰余金の処分についての

２議案を一括議題といたします。 



－30－ 

 これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第１９、議案第４３号及び日程第２０、議案第４４号の２議案を一括議題とすること

に決定いたしました。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 議案第４３号 令和５年度玉村町水道事業会計剰余金の処分についてご説明

申し上げます。 

 本案は、地方公営企業法第３２条第２項の規定に基づき、令和５年度水道事業会計決算の結果、発

生した利益剰余金の処分について議会の議決を求めるものでございます。 

 前年度１年間の営業活動の結果として、損益取引から生じた純利益は７，３７２万４，３０４円で

ありますが、これは経理上、未処分利益剰余金に位置づけられるものでございます。また、建設改良

積立金の取崩しにより生じた５，７４４万１，４０６円を加えますと、未処分利益剰余金の合計額は

１億３，１１６万５，７１０円でございます。 

 内容につきましては、別紙、剰余金処分計算書（案）のとおり処分させていただくもので、企業債

償還に充てるための減債積立金として１，０００万円、欠損金を埋めるための利益積立金として

１，０００万円、建設改良積立金として５，３７２万４，３０４円をそれぞれ積み立て、資本金とし

て５，７４４万１，４０６円を組み入れるものでございます。 

 次に、議案第４４号 令和５年度玉村町下水道事業会計剰余金の処分についてご説明申し上げます。 

 本案は、地方公営企業法第３２条第２項の規定に基づき、令和５年度下水道事業会計決算の結果、

発生した利益剰余金の処分について議会の議決を求めるものでございます。 

 前年度１年間の営業活動の結果として、損益取引から生じた純利益は３，２３０万６，６００円で

ありますが、これは経理上、未処分利益剰余金に位置づけられるものでございます。また、減債積立

金の取崩しにより生じた３，５１６万６，３６６円を加えますと、未処分利益剰余金の合計額は

６，７４７万２，９６６円でございます。 

 内容につきましては、別紙剰余金処分計算書（案）のとおり処分させていただくもので、企業債償

還に充てるための減債積立金として３，２３０万６，６００円を積立て、資本金として３，５１６万

６，３６６円を組み入れるものでございます。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（石内國雄君） 以上で２議案に係る提案説明を終了いたします。 

 日程第１９、議案第４３号 令和５年度玉村町水道事業会計剰余金の処分について、これより本案
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に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第２０、議案第４４号 令和５年度玉村町下水道事業会計剰余金の処分について、これより本

案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第２１ 議案第４５号 玉村町行政手続における特定の個人を識別するための番
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号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特

定個人情報の提供に関する条例の一部改正について 

◇議長（石内國雄君） 日程第２１、議案第４５号 玉村町行政手続における特定の個人を識別する

ための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一

部改正についてを議題といたします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 議案第４５号 玉村町行政手続における特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正につい

てご説明申し上げます。 

 本案につきましては、基幹業務の標準準拠システムへの移行に伴い、地方公共団体情報システム共

通機能標準仕様書に規定する住登外者宛名番号管理機能、いわゆる玉村町に住民票を持たない人に対

し、独自の宛名番号を付番する機能を実装予定の団体については、条例にその旨を記載するようデジ

タル庁より通知がありました。当町におきましては、番号法に定められていない個人番号の独自利用

事務としましては、玉村町福祉医療費支給に関する条例による医療費の助成に関する事務を当条例の

別表２において規定し、個人番号の情報連携を行っておりますが、その表中へ当該文言を追加するも

のでございます。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（石内國雄君） 提案説明が終了しました。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

 ３番松本幸喜議員。 

              〔３番 松本幸喜君発言〕 

◇３番（松本幸喜君） この条例の改正によって、マイナンバーカードの関係になるかと思うのです

けれども、具体的にはどのようなことを想定されているのでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 企画課長。 

              〔企画課長 関根伸行君発言〕 

◇企画課長（関根伸行君） お答えいたします。 

 この改正によりということなのですけれども、玉村町ではマイナンバーの利用について、通常であ

れば法律で認められた事務に関してマイナンバーの情報連携ができるのですけれども、玉村町ではマ

イナンバーの独自利用ということで、福祉医療の助成に関する事務がマイナンバーの独自利用事務と

して該当するのですけれども、簡潔に申し上げますと、福祉医療費の支給に関する事務を行うに当た

りまして、この文言を入れないと今回の住登外者宛名番号管理機能が使えないということになってし
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まいますので、この文言を入れまして、マイナンバーの独自利用事務ができるようにするというもの

でございます。 

◇議長（石内國雄君） ３番松本幸喜議員。 

              〔３番 松本幸喜君発言〕 

◇３番（松本幸喜君） そうしますと、マイナンバーを町独自に限定された形で利用可能にすること

で補助金の申請ですとか交付ですとかということが、マイナンバーを通してできるようになるという

ような理解でよろしいのでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 企画課長。 

              〔企画課長 関根伸行君発言〕 

◇企画課長（関根伸行君） お答えします。 

 補助金の申請とかというよりも、住登外者の宛名番号管理機能のシステムが、今回の自治体情報シ

ステムの標準化、共通化の中でこのシステムを組み込んでいくわけなのですけれども、住登外者の宛

名番号管理機能といいますのは、通常業務で扱う個人につきましては住民登録者と住登外の登録者か

ら成る宛名として管理されております。会社も同様なのですけれども。本来住民であれば、届出によ

り必ず住民登録がされるのですけれども、例えば玉村町に土地や建物があって、町外に住んでいる人、

あるいは玉村町に住んでいたけれども、町外へ転出した人などにつきましては、住民登録が町にない

ということになりますので、これまでは住登外登録として各自治体が独自のシステムで住登外者の管

理をしていたわけなのですけれども、今回自治体情報システムの標準化、共通化として住登外者宛名

番号管理機能というものが実装される、組み込まれることになりますけれども、これにより各自治体

間で情報連携が可能になるというシステムなのですけれども、また転入の場合でも前年度の所得照会

などで情報連携が可能ということであります。これを各自治体が統一して連携できるようにすること

によって、マイナンバーの情報連携が可能になるというものでございます。 

◇議長（石内國雄君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑終了と認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 
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 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第２２ 議案第４６号 玉村町税条例の一部改正について 

◇議長（石内國雄君） 日程第２２、議案第４６号 玉村町税条例の一部改正についてを議題といた

します。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 議案第４６号 玉村町税条例の一部改正についてご説明申し上げます。 

 本案につきましては、公益信託制度改革による新たな公益信託制度を創設するための公益信託に関

する法律が令和６年５月２２日に公布されたこと、及び令和６年能登半島地震災害の被災者の負担の

軽減を図るため、個人住民税の特例措置を講ずるための地方税法の一部を改正する法律が令和６年

２月２１日に公布されたことに伴い、地方税法の改正に合わせ、玉村町税条例の一部を改正するもの

です。 

 主な改正内容といたしましては、新たな公益信託制度の創設に伴い、寄附金税額控除の対象に公益

信託の信託事務に関連する寄附金を追加するもの、令和６年能登半島地震災害により住宅や家財等の

資産について損失が生じたときは、令和６年度分の個人住民税（令和５年分所得）において、その損

失の金額を雑損控除の適用対象とすることができる特例を設けるものです。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（石内國雄君） 提案説明が終了しました。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

 ３番松本幸喜議員。 

              〔３番 松本幸喜君発言〕 

◇３番（松本幸喜君） 寄附金税額控除というところなのですけれども、これをもうちょっと具体的

に説明をいただきたいのですけれども、よろしくお願いします。 

◇議長（石内國雄君） 税務課長。 

              〔税務課長 貫井利行君発言〕 

◇税務課長（貫井利行君） お答えいたします。 

 こちらの寄附金税額控除というのは、先ほど町長からも説明がありましたとおり、公益信託制度に

伴うものでありまして、こちらの公益信託制度の信託事務に関して寄附金税額控除を行うというもの
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となっております。 

 以上です。 

◇議長（石内國雄君） ３番松本幸喜議員。 

              〔３番 松本幸喜君発言〕 

◇３番（松本幸喜君） この寄附を行うと、税額控除だとか、そういうことがされるということなの

ですか。 

◇議長（石内國雄君） 税務課長。 

              〔税務課長 貫井利行君発言〕 

◇税務課長（貫井利行君） おっしゃるとおりでございます。 

◇議長（石内國雄君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑終了と認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第２３ 議案第４７号 玉村町教育振興基金条例の一部改正について 

◇議長（石内國雄君） 日程第２３、議案第４７号 玉村町教育振興基金条例の一部改正についてを

議題といたします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 議案第４７号 玉村町教育振興基金条例の一部改正についてご説明申し上げ

ます。 
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 本案につきましては、読書の推進に関する運動のため、頂いた寄附金を活用するに当たり、それを

積み立てる玉村町教育振興基金条例の一部を改正するものであります。 

 主な改正内容は、この基金を学校教育振興の財源に充てるというものから、頂いたご寄附を図書館

活動などにも幅広く活用させていただくため、教育振興の財源に充てると改正するものです。また、

今回の改正に併せて、一部条文の文言及び規定等を整理しております。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（石内國雄君） 提案説明が終了いたしました。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

 ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） 学校という文言を取ることによって、幅広く使えるということだと思い

ますけれども、学校だけではなくて、図書館でということでありましたけれども、赤ちゃんが生まれ

てブックスタートで小さい子供たちに本をプレゼントする、そういうものにも使っていくことになっ

ていくのでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 生涯学習課長。 

              〔生涯学習課長 畑中哲哉君発言〕 

◇生涯学習課長（畑中哲哉君） お答えさせていただきます。 

 そういうことも可能になるということでございます。 

◇議長（石内國雄君） ほかに質疑ありませんか。 

 ３番松本幸喜議員。 

              〔３番 松本幸喜君発言〕 

◇３番（松本幸喜君） 寄附を頂くときに、ある程度こういう目的で、学校図書でというような寄附

者の意向というか、目的がある程度制限されたところで頂いている寄附ではないかと思うのですけれ

ども、そういう要件に変えることによって、ある程度行政側の使い勝手がいいようにするというよう

なことになると思うのです。その辺の了解をちゃんと取れるような形になっているのでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 生涯学習課長。 

              〔生涯学習課長 畑中哲哉君発言〕 

◇生涯学習課長（畑中哲哉君） お答えさせていただきます。 

 学校図書への寄附に使ってください、図書館のほうで使ってくださいというのは、財政係できっち

り分けて管理をして、まざり合わないようにしていただいております。 

◇議長（石内國雄君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑終了と認めることにご異議ありませんか。 
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              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第２４ 議案第４８号 玉村町福祉医療費支給に関する条例の一部改正について 

◇議長（石内國雄君） 日程第２４、議案第４８号 玉村町福祉医療費支給に関する条例の一部改正

についてを議題といたします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 議案第４８号 玉村町福祉医療費支給に関する条例の一部改正についてご説

明申し上げます。 

 本案につきましては、令和６年１２月２日以降、被保険者保険証が廃止されることで、医療機関等

においての受診時の確認方法として、資格確認書での確認方法が追加されるほか、マイナンバーを保

険証として利用することに関連した文言等の改正を行うものです。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（石内國雄君） 提案説明が終了いたしました。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

 ３番松本幸喜議員。 

              〔３番 松本幸喜君発言〕 

◇３番（松本幸喜君） マイナンバーカードなのですけれども、普及率といいますか、それはどのく

らいあるのか。それと、高齢者であって、マイナンバーカードの取得が困難な方、または障害がある

とか、ひきこもりのある方ですとか、そういったところの対応がいろいろ難しくなるのではないかと

思うのです。そういったマイナンバーカードがない場合、福祉医療費を支給しないというような条例
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になるわけですから、その辺の対応というのはどのように考えているのでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 住民課長。 

              〔住民課長 丸山智志君発言〕 

◇住民課長（丸山智志君） お答えいたします。 

 マイナンバーカードの普及率につきましては、約８割弱、まだ８割はいっていないですけれども、

７９％くらいだと思います。あとは、老人等とかでマイナンバーを取得できないような人、そういう

方につきましては保険の関係につきましては別に資格確認書というものが発行されますので、それを

お持ちいただければ、それが保険証の代わりになりますので、それと福祉医療の受給者証を提示して

いただければ、自己負担分については無料になるという形になっていますので、その辺は大丈夫かと

思っております。 

◇議長（石内國雄君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑終了と認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第２５ 議案第４９号 玉村町水道事業給水条例の一部改正について 

◇議長（石内國雄君） 日程第２５、議案第４９号 玉村町水道事業給水条例の一部改正についてを

議題といたします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 議案第４９号 玉村町水道事業給水条例の一部改正についてご説明申し上げ
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ます。 

 水道料金につきましては、平成１７年に料金改定を実施し、今日まで料金を据え置いて経営してま

いりました。これまで経営安定を図るために、民間への業務委託や職員数削減、工事費の見直しなど

で経費削減を進めてまいりました。しかしながら、給水人口の減少等により水道料金収入が減少する

とともに、老朽化が進む管路や施設を計画的に更新する必要が生じ、特に浄水場更新については耐震

化も含めて多額な事業費が見込まれており、喫緊の課題となっております。 

 令和３年３月に策定いたしました玉村町水道事業経営戦略においても、現行の水道料金では支出が

収入を上回り、赤字経営に陥るとの試算が報告され、改定が必要であることが明記されております。

将来にわたって安定した経営を継続するため、このたび水道料金を値上げさせていただくこととなり

ました。 

 ついては、条例で規定する料金体系の改正をすることになりますが、主要な変更点ですが、これま

での料金体系では基本料金について、使用する水道メーターの口径にかかわらず金額が一律となって

いたものを、口径の大きさにより基本料金を設定いたしました。なお、超過料金については、これま

でと同様、口径にかかわらず一律の金額を設定させていただきました。金額等、詳細につきましては

議案書のとおりとなります。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（石内國雄君） 提案説明が終了いたしました。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

 ３番松本幸喜議員。 

              〔３番 松本幸喜君発言〕 

◇３番（松本幸喜君） 今回２０％の値上げになるわけなのですけれども、今後のスケジュールです。

値上げはこれでとどまることではなくて、今後のスケジュールをお示しいただけるとありがたいです。 

◇議長（石内國雄君） 上下水道課長。 

              〔上下水道課長 上村明弘君発言〕 

◇上下水道課長（上村明弘君） 今後のスケジュールについてです。 

 実は、水道料金、こちらの改正につきましてはこれまでいろいろな検討を行った結果、昨年度将来

的には７０％程度の改正が必要だというところからスタートしてございます。ただし、急激な値上げ

は現在の物価高騰、そういったことも含めまして利用していく皆さんの負担が大きいというところで、

まず初めに２０％ということでスタートを行いたいと思います。周期につきましては、４年ごとに見

直しを行っていきたいというふうに考えてございます。主に割合につきましては、４月から５月にか

けて行った利用者の皆様のパブリックコメントの中の資料にございますように、次は、４年後の約

３５％というような、また大きな数値となるわけでございますが、それまでの期間、浄水場の更新で

すとか、それから今の運営を含めまして、いろいろな価格の精査をその都度、その都度行う予定でご
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ざいますので、現在のところの予定は４年後の３５％というふうに想定してございます。 

 以上です。 

◇議長（石内國雄君） ほかに質疑ありませんか。 

 ２番堀越真由子議員。 

              〔２番 堀越真由子君発言〕 

◇２番（堀越真由子君） １年前にも値上げのお知らせがあって、住民に丁寧に説明するというふう

なお話があったかと思うのですけれども、住民にどのような説明がなされて、どのような意見があっ

たのかというのをお聞かせいただけたらと思います。 

◇議長（石内國雄君） 上下水道課長。 

              〔上下水道課長 上村明弘君発言〕 

◇上下水道課長（上村明弘君） お答えします。 

 まず、水道料金改定につきましては、水道事業及び下水道事業運営審議会といった運営審議会がご

ざいます。こちらは、水道、下水道の大きく変わる内容につきまして、構成員１０名の方が審議を行

うということになっておりますが、その中には一般公募で参加していただいている委員さんもいらっ

しゃいます。そちらが、令和５年３月にまず第１回ということで、町長から今の水道料金について諮

問したところです。時を経まして、２回、３回とやっていく中で、やはり運営審議会の中から出たテ

ーマとしましては、今議員がおっしゃったとおり、利用者の方への説明、こちらは必ず重点的に行っ

てくださいと。 

 一方で、価格設定に皆様のご意見を取り入れていくというよりは、やはりこれから水道事業がどう

あるべきか、これについての試算を行いました。まず、１番の使命であります安心、安全な供給、こ

れを行わなければいけない。これには、玉村町の特性であります水道のつくり方、また地震、浸水、

人口減少、節水に関わる有収水量の減少、この辺を全てパブリックコメントの中、または昨年中に広

報に、現在の玉村町の水道はこのようですということをお示ししました。おかげさまでそういったパ

ブリックコメントで意見を聴取したところ、特に利用者の方々から料金の改定についての問合せは今

ございません。そのことによって、利用者の皆様におおむねご理解をいただいているというふうに感

じております。こちらのパブリックコメントの内容につきましては、現在もホームページで公開して

おりますので、また次のステップでいろいろなご意見が出てくる可能性はございます。 

 以上です。 

◇議長（石内國雄君） ２番堀越真由子議員。 

              〔２番 堀越真由子君発言〕 

◇２番（堀越真由子君） いろいろな審議がなされていて、パブリックコメントもされたと。審議会

の中に純粋な住民が何人いるのかというところもあるのですけれども、いろんな方とお話をしている

と、自分から情報を取りにいかないというのもあるのですけれども、パブリックコメントがなされて
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いたということも知らなかったと。段階的に７０％まで上がるという新聞報道を見てちょっとびっく

りしたというようなお話もありまして、この後３５％の値上げというのはかなり急激に上がるという

のもあるので、住民説明会をしたりとか、皆様の意見を幅広く聞くような考えを町では持っているの

でしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 上下水道課長。 

              〔上下水道課長 上村明弘君発言〕 

◇上下水道課長（上村明弘君） 料金改定、こちらにつきましては平成１７年というところで約３０年

間据え置いてまいりました。 

 その間にはいろいろと、職員の削減ですとか、経費に伴う費用を抑えつつということもございまし

た。ただし、一方で浄水場、それから管路、こちらの老朽化につきましてはかなり先送りして、改修

を控えていた部分もございます。そういったことが積み上がったせいということではございませんが、

やはりこれからの水道料金の在り方というのは、使用料で賄うということが根本的でありますので、

そういった次のステップまでの４年後のことを、さらに皆さんが承知されていなかったという意見が

ございましたら、そういったところを随時発信していきたいというふうに考えております。 

◇議長（石内國雄君） １２番新井賢次議員。 

              〔１２番 新井賢次君発言〕 

◇１２番（新井賢次君） 今回の料金の値上げが約２０％ということなのですが、基本料金を口径別

に変えたということと、それから超過料金の単価を上げたと、こういうことが２本柱だと思いますけ

れども、２０％アップの中で基本料金を上げたことによるアップはどのくらいあるのですか。 

◇議長（石内國雄君） 上下水道課長。 

              〔上下水道課長 上村明弘君発言〕 

◇上下水道課長（上村明弘君） お答えします。 

 今ご質問にあったとおり、基本料金、それから超過料金といっています従量料金、こちらが水道料

金の２本立てとなります。これまで口径にかかわらず、一律で基本料金を設定してございました。い

ろいろな方法があります。まずは、従量料金で多く使われる方に対して負担をしていただくという方

法もございます。ただ、これについては主に企業、大きく水を使う方のご負担がかなり増えてしまう

というところ。それに対しまして、基本料金を上げることによって、まず１番には使用する水量にか

かわらず、安定した収入が見込めるというところです。ただし、一般家庭向けの１３ミリ、２０ミリ、

こちらにつきましては上げ幅を少し抑えておりますので、そういったところで安定した料金収入と、

それから通常使われる一般家庭向けの方にはなるべく負担をかけないようにというふうな工夫をして

います。 

◇議長（石内國雄君） １２番新井賢次議員。 

              〔１２番 新井賢次君発言〕 
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◇１２番（新井賢次君） もちろんそれは分かっていて聞いているのですけれども、例えば基本料金

を上げました。それで、例えば１００ミリ以上だったら３万１，１９５円とあるのですけれども、そ

のことによる増がどのくらいあるのですかということを聞きました。 

◇議長（石内國雄君） 上下水道課長。 

              〔上下水道課長 上村明弘君発言〕 

◇上下水道課長（上村明弘君） 失礼いたしました。 

 口径につきましては、やはり１３ミリ、２０ミリ、こちらがほぼ８割から９割程度、一般向けが多

いのですけれども、大きな口径１００ミリについては１件程度ということでありますので、この大き

い口径に対しての料金収入、これについてはそれほど高額な収入を見込んではおりません。 

              〔「どのくらいの金額が上がるかという差額は」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 上下水道課長。 

              〔上下水道課長 上村明弘君発言〕 

◇上下水道課長（上村明弘君） 差額についてですが、今まで１，５４０円だったものが３万幾らに

なるということで、１００ミリですと約３万円、それからそのほか口径につきましては、数が数十戸

でありますので、おおむね数十万円からになるという試算です。 

◇議長（石内國雄君） １２番新井賢次議員。 

              〔１２番 新井賢次君発言〕 

◇１２番（新井賢次君） そうすると、この効果というのはほとんどないのですか。ということは、

これからさらに値上げを続けるということの中では、超過料金、それを増やすという流れになってい

くのでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 上下水道課長。 

              〔上下水道課長 上村明弘君発言〕 

◇上下水道課長（上村明弘君） 従量料金、こちらについての割合を変えていくということが重要に

なろうかと思います。ただし、先ほど申し上げたとおり、基本料金、これについては安定した収入を

得るためでございますので、今回の値上げにつきましてはこの程度でございましたが、そういったバ

ランスを取りながら、基本料金がもう少し割合的に上がる可能性は十分ございます。 

◇議長（石内國雄君） １番羽鳥光博議員。 

              〔１番 羽鳥光博君発言〕 

◇１番（羽鳥光博君） 水道料金の改定ということで、平成１７年以来の大きな改定で、７０％まで

段階的に引き上げていくということで、今回この条例では中身の濃いところがございます。事前に役

場のほうから資料を頂いている中で、新浄水場建設に当たりまして今後２５年間、令和９年度から令

和３３年度にかけて、総事業費が１３０億円程度となる。こういった大きな経費を賄うために特別会

計が赤字にならないように、この水道会計は下水道と違って一般会計からの補助金はございませんか
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ら、大変な料金アップをしなければいけないというところで、全協のときの役場の説明では、この大

きな仕事をするに当たっては官民協働のＰＦＩ方式を取ることなく、同じく官民協働のＰＰＰを取る

というふうに言っていましたけれども、このＰＰＰという手法は、その中にＰＦＩと指定管理者制度

を含むのがＰＰＰなのです。だから、管理運営権というのは役場がきちんと持って、要するに水道事

業を行う管理運営権を手放すことなく、おっしゃられたＰＰＰ手法を取って料金改定に臨もうとして

いるのですか。 

◇議長（石内國雄君） 上下水道課長。 

              〔上下水道課長 上村明弘君発言〕 

◇上下水道課長（上村明弘君） ＰＰＰにつきまして、こちらについてはＰＦＩ、ＰＰＰといろいろ

と話がございます。 

 まず初めに、ＰＦＩとその中に含まれますＰＰＰとの違いが、資金調達についての差がございます。

ＰＦＩの資金調達については民が行うと。一方で、今現在、町が計画しておりますＰＰＰ方式、これ

については資金調達を町で行うと。ここに大きな差があります。それには、当然費用的な効果がある

わけですけれども、そういった効果を含めまして、これからの発注、それから契約、それから期間、

これについての内容を今検討しているところでございます。そちらは、将来的に運営権、これについ

ては必ず町で行っていくというところの前提であります。そうした中で、これからの２５年、どのよ

うな内容とするのがベストな状態かということで、費用面と、それから維持管理面、こちらを今検討

している段階でございます。 

◇議長（石内國雄君） １番羽鳥光博議員。 

              〔１番 羽鳥光博君発言〕 

◇１番（羽鳥光博君） これは大きな問題でして、フランス、イギリスにおきましては水道事業をＥ

Ｕ経済圏の中で民間委託した結果…… 

◇議長（石内國雄君） 羽鳥議員、料金改定の話をしていますので、今後の話とか、それはまた一般

質問になると思うので。 

◇１番（羽鳥光博君） では、議長、そのようにさせてもらって、最後に２問目は行きます。１本質

問させてください。 

◇議長（石内國雄君） この関係の質問をしてください。 

◇１番（羽鳥光博君） 料金改定の関係です。 

 料金改定の関係で、７月から来年１月にかけて基本料金を減免しております。物価高対策の交付金

を使って。これについては、来年４月の料金アップに向けて、残りの２月、３月に物価高対策交付金

等を使って、基本料金の減免と住民への負担を軽減する、アップの前に軽減するという意味で、そう

いった手法を取る予定はございますか。 

◇議長（石内國雄君） 上下水道課長。 
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              〔上下水道課長 上村明弘君発言〕 

◇上下水道課長（上村明弘君） 物価高騰によります基本料金減免事業につきましては、今年の７月

から１２月まで、料金の回数にしますと３回分の基本料金、こちらを減免するという事業です。です

ので、来年４月からそういった料金が改正されますが、その後の減免事業、こちらについては現在計

画がございません。 

◇議長（石内國雄君） 羽鳥議員、今の質疑もどちらかというとこの条例のことではない質疑ですの

で、これから気をつけてください。お願いします。 

 ほかに質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑終了と認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第２６ 議案第５０号 令和６年度玉村町一般会計補正予算（第４号） 

〇日程第２７ 議案第５１号 令和６年度玉村町国民健康保険特別会計補正予算（第２ 

号） 

〇日程第２８ 議案第５２号 令和６年度玉村町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

〇日程第２９ 議案第５３号 令和６年度玉村町水道事業会計補正予算（第１号） 

◇議長（石内國雄君） 日程第２６、議案第５０号 令和６年度玉村町一般会計補正予算（第４号）

から日程第２９、議案第５３号 令和６年度玉村町水道事業会計補正予算（第１号）までの４議案を

一括議題といたします。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 
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 よって、日程第２６、議案第５０号から日程第２９、議案第５３号までの４議案を一括議題とする

ことに決定いたしました。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 議案第５０号 令和６年度玉村町一般会計補正予算（第４号）についてご説

明申し上げます。 

 本案は、既定の歳入歳出予算の総額に１億８，０４７万４，０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を１３０億１，８４９万１，０００円とするものでございます。 

 初めに、歳出の主な補正内容でございますが、まず総務費では１０月から郵便料金が一部値上げさ

れることに伴い、不足が見込まれる郵便料を追加するほか、乗合タクシーたまりんからデマンドタク

シーたまＧＯへの移行により、現行の高崎直行便が廃止されるため、タクシーを借り上げて高崎高等

特別支援学校への代替輸送手段を確保するものでございます。また、新型コロナウイルスワクチン接

種が今年度から定期接種となるため、健康情報システムを一部改修するほか、国の標準化、共通化に

伴う戸籍附票システムの改修につきましては、一部年度内のシステム改修が必要になったため、当該

改修費とクラウド化に必要なハードウエア整備費を計上するものでございます。 

 次に、民生費では、制度改正に伴う医療助成システムの改修や、利用者増による自立訓練事業費の

増額のほか、保育所において故障した食器消毒保管機やデジタルピアノを入れ替えるものでございま

す。また、子育て支援業務をさらに充実させるため、子育て世代包括支援センターにおける会計年度

任用職員の報酬等の追加やこども家庭センターにおける児童相談管理システムの改修を行うほか、緊

急的に児童の保護等が必要となった場合に、町の判断で迅速な一時保護等の措置が取れるよう、町外

の一時保護施設への委託料を確保するものでございます。 

 次に、衛生費では、秋から始まる新型コロナウイルスワクチン接種に係る必要経費を計上するほか、

利用者が増えている産後ケア事業の委託料を増額するものです。 

 次に、農林水産業費では、小規模農村整備事業として老朽化している角渕地区の用水路を改修する

ほか、地元区長等から要望が上がっている用水路のしゅんせつ工事やかさ上げ工事等を実施するもの

でございます。 

 次に、商工費では、町内に工場を新設した事業者に対する固定資産税相当額の企業誘致奨励金を追

加するほか、土木費では地元区長からの要望等に対応するため、道路補修事業費や道路改良事業費、

排水路の雑草除去委託料等を増額するとともに、公園等の遊具点検において指摘された危険箇所の修

繕を行うものでございます。 

 次に、教育費では、老朽化等による小中学校の施設修繕や支障木の剪定、地域運動部活動を推進す

るためのコーディネーターの配置、コロナ禍が明けて地域のお祭りが再開されたことに伴う郷土芸能
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保存活動費補助金の追加、重田家住宅主屋の壁修繕等を行うものでございます。また、図書館におき

ましては、頂いた寄附金を活用して図書推進に関する事業を行うほか、社会体育館では自動券売機の

新紙幣対応、海洋センターでは適切な水質を管理、維持するため、ろ過循環装置のろ材交換を行うも

のでございます。 

 以上が、歳出の主な補正内容でございます。 

 次に、歳入でございますが、芝根小学校トイレ改修事業の補助裏分の地方債につきまして、当初予

算では防災・減災、国土強靱化緊急対策事業債を予定しておりましたが、国の基準が変更されたこと

により、当該地方債が活用できなくなったため、学校教育施設等整備事業債に組み替えるものでござ

います。また、臨時財政対策債の起債額が確定したため予算に反映するとともに、併せて地方債の限

度額を補正しております。その他、今回の補正に伴う財源としましては、補正各事業の執行に伴う国、

県支出金をはじめ、寄附金、繰入金、諸収入及び前年度繰越金を予定しております。 

 なお、債務負担行為でございますが、標準化、共通化に係る戸籍附票システム改修について、その

一部を今年度中に実施することになったため、債務負担行為を変更するほか、学校給食センターの学

校給食調理業務等委託料について、本年度末の委託期間満了に伴い、新たに来年度以降の業者選定を

行うため、債務負担行為を追加するものでございます。 

 以上が、一般会計補正予算の主な内容でございます。 

 次に、議案第５１号 令和６年度玉村町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）についてご説明

申し上げます。本案につきましては、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１９万

８，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を３６億２，５３７万２，０００円とするものでござい

ます。 

 主な補正内容ですが、歳出について、産前産後保険税免除を実施するに当たり、国民健康保険情報

データベースのシステム改修が必要になることから、改修費用の委託料１９万８，０００円を増額す

るものでございます。 

 歳入におきましては、繰越金の同額の１９万８，０００円を増額するものでございます。 

 次に、議案第５２号 令和６年度玉村町介護保険特別会計補正予算（第１号）についてご説明申し

上げます。本案は、既定の歳入歳出予算の総額に８，０５８万２，０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を２８億１，７９２万９，０００円とするものでございます。 

 主な補正内容ですが、まず歳入では前年度繰越金から令和５年度精算に伴う国庫負担金等の返還金

を計上するものでございます。また、一般会計繰入金の増額分及び過年度事業に係る返納金等を計上

するものでございます。 

 次に、歳出では、国庫負担金等の令和５年度精算に伴う返還金として８，０５８万２，０００円を

追加するものでございます。 

 次に、議案第５３号 令和６年度玉村町水道事業会計補正予算（第１号）についてご説明申し上げ



－47－ 

ます。本案は、債務負担行為、ゼロ町債につきまして、今年度から来年度にかけて予定している水道

料金改定に伴う料金システムの改修業務委託で、総額で９９万円と定めるものでございます。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（石内國雄君） 以上で、４議案に係る提案説明を終了いたします。 

 日程第２６、議案第５０号 令和６年度玉村町一般会計補正予算（第４号）、これより本案に対す

る質疑を求めます。 

 １２番新井賢次議員。 

              〔１２番 新井賢次君発言〕 

◇１２番（新井賢次君） まず、歳入なのですが、１７ページ、防災・減災・国土強靱化緊急対策事

業債をマイナスにして、学校教育施設等整備事業債にしたということですが、実は昨年のちょうどこ

の時期の補正予算だったのですが、南中学校のトイレ改修だったと思います。学校教育施設等整備事

業債よりも充当率や交付税措置率の高い防災・減災・国土強靱化緊急対策事業債に組替えをしたと、

こういうことがありました。先ほど今回国のほうの方針の変更があったということですが、どういう

変更がいつあって、こういう形になったのでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 総務課長。 

              〔総務課長 齋藤善彦君発言〕 

◇総務課長（齋藤善彦君） こちらにつきましては、昨年までは小学校、中学校、それだけで補助の

対象になっていたのですが、国のほうの変更がありまして、今年度、小学校、中学校というだけでは

対象になりません。芝根小学校ということでそもそも計画の中に実際の学校名が入っていないと、こ

ちらの国土強靱化の事業債のほうが今年度使えないということで、今回組替えをさせていただいたよ

うな状況であります。 

◇議長（石内國雄君） １２番新井賢次議員。 

              〔１２番 新井賢次君発言〕 

◇１２番（新井賢次君） それは、申請するときに最初から芝根小学校ということで入れることはで

きなかったのですか。それだけが理由でしたら。 

◇議長（石内國雄君） 総務課長。 

              〔総務課長 齋藤善彦君発言〕 

◇総務課長（齋藤善彦君） 計画の中で、初めから小学校、中学校としか入れておりませんで、それ

で今まで補助の対象になっておりましたので、それが分かれば学校名のほうを入れられたのですけれ

ども、すみません。今回は対象にならないということで、来年も芝根小学校、２か年にわたってトイ

レ改修を行うのですけれども、既にそちらのほうは来年度に向けて改正のほうはしておるのですけれ

ども、ちょっと今回はこちらの起債を使えないということで、今回組替えをさせていただいたところ

であります。 
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◇議長（石内國雄君） １２番新井賢次議員。 

              〔１２番 新井賢次君発言〕 

◇１２番（新井賢次君） ちょっと残念な気はしますが、理解できました。続いてもう一点いいです

か。 

◇議長（石内國雄君） どうぞ、続けてください。３度目です。 

◇１２番（新井賢次君） それでは、歳出のほうなのですが、３２ページ、小規模農村整備事業につ

いて伺います。 

 具体的に工事の内容と設計委託、この内容についてお聞きしたいのですが、もともとこれについて

私が前に一般質問したかと思うのですが、今回の工事をするに至った原因についてどんなふうに判断

しているかと、今考えているかということと、今回３０メートルということで昨日説明を伺いました

が、今後この部分についてどんなお考えでいるか教えてください。３回目ということですから、もっ

と具体的な話をしたいのですが、町道の２１６号線かと思うのですけれども、今回この水路を直すこ

とに至った経緯が、この場所に大型のトラックがずっと長い間停車していて、水路が内側に１０セン

チほど曲がってしまったと。それに伴って、それに面接する道路が１０センチから１５センチくらい

陥没しているということだと思うのですが、今回この形で直しても、実はその駐車している車が、現

在はバリケードでここに寄れないものですから、さらにその先に今駐車しているのです。ですから、

根本的にそこまでやらないと私は行けないかなと思うのですが、それについて伺います。 

◇議長（石内國雄君） 経済産業課長。 

              〔経済産業課長 平野敏行君発言〕 

◇経済産業課長（平野敏行君） ご質問についてお答えいたします。 

 今回の小規模農村整備事業なのですが、補正予算としまして設計と委託料と工事請負費のほうを要

望させていただいております。内容的には、先ほど議員さんがおっしゃられた南小学校の南側の水路、

そちらにつきまして水路が老朽化かつ破損の状況がかなりひどい部分がございましたので、破損のひ

どい箇所、延長３０メーター程度なのですが、そちらの部分の水路の改修工事をさせていただく予定

です。この延長３０メーターにつきましては、既に水路が一部崩れつつあるということで、いわゆる

崩れ防止の支持棒というのですか、それで支えている状況です。そういった状況もございまして、用

水を流す時期にはかなり支障を来すということで、農業用水のいわゆる送水確保という面で、今回角

渕の水路改修工事をさせていただく状況でございます。 

 それから、設計委託料につきましては、こちら発注の設計とともに出来高設計、そちらのほうの管

理をお願いする委託料となっております。こちらの水路改修につきましては、今現在ひどい３０メー

ター以外の部分、全体で３５０メーター程度延長があるのですが、こちらにつきましても小規模農村

整備事業の交付金、そちらの交付を今後も採択できるかどうかというところは、今後要望していかな

いと採択の確実性というのは言えないのですが、交付金を活用しながら残りの延長部分につきまして
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も順次改修をしていきたいと考えております。ちなみにこちらのほうの水路改修につきましては、今

現在ベンチフリューム、農業用の水路が設置されておりまして、強度的にもさほど強くないような状

況かと思いますので、今回のまず３０メーターにつきましてはＧＰＵ、道路用の側溝、こちらのほう

の８００、８００を設置する予定でございます。 

 以上となります。よろしくお願いします。 

◇議長（石内國雄君） ほかに質疑ありませんか。 

 ２番堀越真由子議員。 

              〔２番 堀越真由子君発言〕 

◇２番（堀越真由子君） １６ページ、新型コロナ定期接種ワクチン確保事業に対する助成金につい

てなのですけれども、これが２９ページの予防接種事業になるのかと思います。 

 今度秋接種になると自己負担金が出てくるという話も聞いています。町からの補助金が１人当たり

幾らになるのか、自己負担額が幾らになるのか、あと何名分を予定しているか、教えてください。 

◇議長（石内國雄君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岡田寛子君発言〕 

◇健康福祉課長（岡田寛子君） お答えします。 

 新型コロナワクチン秋接種と言われるものですが、令和６年度以降のワクチンの予防接種について

は、今までの全額公費の特例臨時接種から、インフルエンザと同様の定期接種に位置づけられるとい

うことで、定期接種の対象者については６５歳以上、または６０歳以上６５歳未満で予防接種法施行

規則に規定されている障害を持つ者ということでされています。 

 ワクチンの費用についてなのですが、１人当たりのワクチン接種にかかる費用については、ワクチ

ン価格１万１，０００円、それに手技料をプラスした１万５，３００円を医師委託料としています。

この１万５，３００円の負担内訳なのですけれども、公費、町負担が１万２，３００円、そして自己

負担が３，０００円となります。この自己負担３，０００円については、伊勢崎佐波医師会で了承さ

れた金額となっています。そして、その町負担の１万２，３００円に対して、国の助成金の８，３００円

がそこに充てられますので、町の負担は実質４，０００円ということになります。この国の助成事業

なのですけれども、これまでの特別な供給体制、全額公費であったときの供給体制から定期接種への

移行期における激変緩和措置として行われるもので、令和６年度限りということになっております。 

◇議長（石内國雄君） ほかに質疑ありませんか。 

 ６番月田均議員。 

              〔６番 月田 均君発言〕 

◇６番（月田 均君） ３５ページ、道路改良事業ということで、たしか私の記憶では下茂木の公民

館から北に行く道、その道路の幅を広げるという話があったのですが、これはどういった目的で実施

されるのでしょうか。 
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◇議長（石内國雄君） 都市建設課長。 

              〔都市建設課長 原田英樹君発言〕 

◇都市建設課長（原田英樹君） お答えいたします。 

 今回の道路改良事業、工事請負費１，１００万円につきましては、場所としましては箇茂木集会所

の西側の南北に通る道路、こちらのほうがちょっと幅員が狭いということなので、そちらのほうの幅

員を広くするための工事を行います。また、もう一か所やる予定でございまして、そちらにつきまし

ては五料の五料橋を渡る手前の信号、そこから南のほうに入っていって二、三本南側の東西の道路、

こちらのほうの排水路に蓋をする工事を行う予定でございます。 

 以上です。 

◇議長（石内國雄君） ６番月田均議員。 

              〔６番 月田 均君発言〕 

◇６番（月田 均君） 道路の幅を広げるということなのですが、あの交差点は４回くらい事故が起

きているということで、私が行ってみて、確かに南側の幅が狭かったということで、これは事故のも

とになるのではないかという話はしたのですが、提案を聞いてくれたということなのでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 都市建設課長。 

              〔都市建設課長 原田英樹君発言〕 

◇都市建設課長（原田英樹君） こちらは以前から区長さんのほうから要望等がございまして、箇茂

木集会所が選挙等で使われた場合に、道路に出る際になかなか擦れ違いがしづらいとか、そういった

こともございまして、また議員さんからのご指摘等もありましたので、そちらのほうについてやる予

定でございます。 

 以上です。 

◇議長（石内國雄君） ほかに質疑ありませんか。 

 ５番小林一幸議員。 

              〔５番 小林一幸君発言〕 

◇５番（小林一幸君） ２０ページの公共交通再編事業のところの自動車借上料の件ですけれども、

ご説明ありましたように、高崎直行便の件でということでお話がありました。ちょっとこの借上料の

算出方法、詳細について教えてください。 

◇議長（石内國雄君） 環境安全課長。 

              〔環境安全課長 齋藤 博君発言〕 

◇環境安全課長（齋藤 博君） お答えいたします。 

 こちらは、令和６年の１０月１日から３月までの半年間で、通学日数１１０日で、１回のタクシー

の乗車運賃３，５００円掛ける３台ということで１１５万５，０００円を計上させてもらいました。 

 以上です。 
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◇議長（石内國雄君） ５番小林一幸議員。 

              〔５番 小林一幸君発言〕 

◇５番（小林一幸君） 今１０月から３月までということですけれども、その先はまだ決まっていな

いということでよろしいのですか。 

◇議長（石内國雄君） 環境安全課長。 

              〔環境安全課長 齋藤 博君発言〕 

◇環境安全課長（齋藤 博君） 高崎高等特別支援学校の生徒さんの保護者には説明させてもらって

おりますが、７年度、８年度も今いる生徒につきましては同じような状況で８年度まで続ける予定で

話して、一応説明させていただきました。 

 以上です。 

◇議長（石内國雄君） ほかに質疑ありませんか。 

 ８番三友美惠子議員。 

              〔８番 三友美惠子君発言〕 

◇８番（三友美惠子君） ４３ページの地域運動部活動推進事業のコーディネーターの事業内容、活

動内容について。 

◇議長（石内國雄君） 学校教育課長。 

              〔学校教育課長 青木栄二君発言〕 

◇学校教育課長（青木栄二君） お答えします。 

 活動内容につきましては、地域との連携をするに当たって、学校と地域のところでの話合いをそこ

でコーディネートしていただくという形が主になるかと思います。あとは、学校についてどのような

要望があるかということを伝えていただいたりしながら、コーディネートして部活動の指導員である

とか、そういった者をまた探していただくようなこともできるかなと思っております。 

◇議長（石内國雄君） ８番三友美惠子議員。 

              〔８番 三友美惠子君発言〕 

◇８番（三友美惠子君） 地域の人を中へ入れる。部活動をやっていただく人をコーディネートして

いくということですか。地域に下ろした部活をコーディネートする。どんな部活を下ろしていくかと

か、そういうコーディネートにも、全部に当てはまるのでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 学校教育課長。 

              〔学校教育課長 青木栄二君発言〕 

◇学校教育課長（青木栄二君） 全部やっていただくという形で考えたほうがいいと思います。地域

に下ろした部活動だけではなくて、これから部活動を移行していくに当たってどのような形で進める

のがよいか、そういったことについても一緒に考えていただく形になる予定で考えています。 

◇議長（石内國雄君） ８番三友美惠子議員。 
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              〔８番 三友美惠子君発言〕 

◇８番（三友美惠子君） その方はどのような資格を持った方なのですか。 

◇議長（石内國雄君） 学校教育課長。 

              〔学校教育課長 青木栄二君発言〕 

◇学校教育課長（青木栄二君） そもそも学校の体育の教員をしていて、今現在もサッカー部なので

すけれども、部活動指導員として活躍している先生になります。 

◇議長（石内國雄君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑終了と認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第２７、議案第５１号 令和６年度玉村町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）、これより

本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 
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 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第２８、議案第５２号 令和６年度玉村町介護保険特別会計補正予算（第１号）、これより本案

に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第２９、議案第５３号 令和６年度玉村町水道事業会計補正予算（第１号）、これより本案に対

する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 
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              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第３０ 議案第５４号 工事請負契約の締結について 

◇議長（石内國雄君） 日程第３０、議案第５４号 工事請負契約の締結についてを議題といたしま

す。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 議案第５４号 工事請負契約の締結についてご説明申し上げます。 

 玉村町クリーンセンター年次整備工事につきましては、８月１９日に随意契約見積り開札を行った

結果、東京都港区芝浦３丁目９番１号、株式会社タクマ東京支社支社長、丸田元太が消費税込み

９，５１５万円で落札し、８月２６日に同社と仮契約を締結いたしました。 

 つきましては、地方自治法第９６条第１項第５号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又

は処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 なお、本工事の内容は、クリーンセンターの安全かつ安定的な焼却運転を行うため、焼却炉をはじ

めとする傷みの激しい設備等の整備を行うものでございます。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（石内國雄君） 提案説明が終了いたしました。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 
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◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第３１ 議案第５５号 玉村町と伊勢崎市との間における消防事務の委託に関す 

る協議について 

◇議長（石内國雄君） 日程第３１、議案第５５号 玉村町と伊勢崎市との間における消防事務の委

託に関する協議についてを議題といたします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 議案第５５号 玉村町と伊勢崎市との間における消防事務の委託に関する協

議についてご説明申し上げます。 

 玉村町と伊勢崎市との間における消防事務の委託につきましては、現在の規約における委託の期限

が令和７年３月３１日であるため、伊勢崎市と協議を行い、委託の期限を５年間延長するものでござ

います。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（石内國雄君） 提案説明が終了いたしました。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   
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〇日程第３２ 意見第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 

〇日程第３３ 意見第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

◇議長（石内國雄君） 次に、日程第３２、意見第１号 人権擁護委員候補者の推薦について及び日

程第３３、意見第２号 人権擁護委員候補者の推薦についての２議案を一括議題としたいと思います。

これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第３２、意見第１号及び日程第３３、意見第２号の２議案を一括議題といたします。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 意見第１号及び意見第２号 人権擁護委員候補者の推薦について、一括して

ご説明申し上げます。 

 人権擁護委員の推薦につきましては、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、議会の意見を聞

いて候補者を推薦することになっております。 

 意見第１号で推薦させていただく町田由子氏におかれましては、人権擁護委員として令和４年１月

１日よりご活躍いただいており、令和６年１２月３１日で任期満了となりますが、今後も今までの経

験を生かし、ご活躍いただきたく推薦するものでございます。 

 次に、意見第２号で推薦させていただく長谷川智美氏におかれましては、山口隆之氏が令和６年９月

３０日で退任することから、後任として推薦をするものでございます。 

 長谷川氏は、現在、玉村町において生涯学習推進委員をされており、人格識見高く、地域の信望も

厚く、人権擁護委員として適任と考えましたので、推薦するものでございます。 

 ご審議の上、ご同意くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（石内國雄君） 以上で２議案に係る提案説明を終了いたします。 

 日程第３２、意見第１号 人権擁護委員候補者の推薦について、これより本案に対する質疑を求め

ます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 



－57－ 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案に同意するとの意見とすることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案に同意するとの意見とすることに決しました。 

 日程第３３、意見第２号 人権擁護委員候補者の推薦について、これより本案に対する質疑を求め

ます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 次に、本案に対する表決を行います。 

 本案に同意するとの意見とすることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（石内國雄君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案に同意するとの意見とすることに決しました。 

                                        

◇議長（石内國雄君） 休憩いたします。２時３０分より再開いたします。 

   午後０時１３分休憩 

                                        

   午後２時３０分再開 

◇議長（石内國雄君） 再開します。 

                                        

◇議長（石内國雄君） 上下水道課長より発言を求められておりますので、これを許します。 

 上下水道課長。 

              〔上下水道課長 上村明弘君発言〕 
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◇上下水道課長（上村明弘君） 議案第４９号 玉村町水道事業給水条例の一部改正につきまして、

新井議員から質疑がありました。その内容と私がお答えした内容と相違がありましたので、改めさせ

ていただきたいと思います。 

 質疑の内容としまして、今回新しく料金を改定するに当たって、収入がどれくらい増えるか、また

基本料金、超過料金の割合はどれくらいになるのかという内容だったと思います。それでは、その内

容です。単純に、令和５年度の決算、収入につきましては４億５，０００万円ということで、９，０００万

円くらい増えるのではないかということなのですけれども、やはり有収水量、こちらが減る都合で令

和７年度の見積りとしましては８，２００万円、水道事業として増額を見込んでおります。そちらに

ついての内訳ですが、今回基本料金を２９％から４０％アップし、基本料金に重点を置きました。そ

のことによって、基本料金の増える金額が７，７００万円、従量料金の増える金額が５００万円とい

うことです。 

 やはり一番気になるところなのですけれども、一般家庭での使用料の料金についての値ですが、

１３ミリ、こちらが一番多く使われておりますが、こちらが２か月で平均７７０円の増額、プラス消

費税です。それと、２０ミリ、これがこの次に多い量なのですけれども、こちらが２か月平均にしま

すとプラス８７０円の増額というふうに見込んでおります。 

 以上です。 

                      ◇                   

〇日程第３４ 一般質問 

◇議長（石内國雄君） 日程第３４、一般質問を行います。 

 今定例会には、１０名の議員から通告がなされております。 

                                         

一  般  質  問  表 

                            令和６年玉村町議会第３回定例会 

順序 質     問     事     項 質 問 者 

１ 

 

 

１．町の防災対策は万全か 

２．空き家対策について 

３．友好交流都市協定について 

笠 原 則 孝

 

 

２ 

 

 

 

１．総合防災マップに掲載されている、カスリーン台風の際に落橋し 

  たとされる岩倉橋の写真は適切か 

２．町内の古建築の保存について 

３．玉村町誌の発行について 

月 田   均
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順序 質     問     事     項 質 問 者 

３ 

 

 

１．オリンピックで活躍できる選手を育む運動施設の設置について 

２．外国籍の住民について 

３．水道水の安定供給について 

羽 鳥 光 博

 

 

４ 

 

 

１．滝川の防災対応及び周辺道路の環境整備について 

２．玉村町環境基本計画の進捗状況について 

３．「子どもの貧困」による教育格差の解消について 

新 井 賢 次

 

 

５ 

 

１．デマンド乗合タクシー「たまＧＯ」について  

２．上陽小学校の「インクルーシブ教育」について 

松 本 幸 喜

 

６ 

 

 

 

１．新型コロナワクチン接種における副反応の周知について 

２．新型コロナワクチンに係る予防接種健康被害救済制度について 

３．玉村町の水道料金改定について 

４．地域コミュニティーの担い手不足について 

堀 越 真由子

 

 

 

７ 

 

 

 

 

１．町管理外の施設における樹木や雑草の除去管理について 

２．こども家庭センターへの相談内容とその対策について 

３．玉村幼稚園を認定こども園に移行して待機児童解消を図ることは

できないか 

４．こども食堂の利用状況と今後の計画について 

備前島 久仁子

 

 

 

 

８ 

 

 

 

１．玉村町の人口減少対策について 

２．小中学校におけるプールの授業について 

３．消防団再編計画の進捗状況について 

４．五料、飯倉地区の農地利用について 

髙 橋 茂 樹

 

 

 

９ 

 

 

１．玉村町乗合タクシーたまりん再編に伴う利用者対応について 

２．災害時の要配慮者等の避難について 

３．手話言語条例の制定について 

小 林 一 幸

 

 

１０ 

 

１．学校の働き方改革と「こどもまんなか」の教育について 

２．小中学校のタブレットの活用状況について 

三 友 美惠子

 

 

                                         

◇議長（石内國雄君） 初めに、４番笠原則孝議員の発言を許します。 

              〔４番 笠原則孝君登壇〕 
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◇４番（笠原則孝君） それでは、議長の許しを受けましたので、議席ナンバー４番、笠原則孝がた

だいまより一般質問を行います。 

 町の防災対策は万全かということなのですけれども、玉村町では南北両端に１級河川に挟まれてい

るが、巨大地震を含め線状降水帯による大雨、台風等に対する災害に対して、町はどのように情報を

発信し、ＳＮＳが使えない人たち、独り暮らしの人たちへの避難対策等を真剣に考えているのか。さ

らに、近隣市との連携が必要と思われるが、防災に関する連携はどのようになっているのか。 

 次に、２番目です。空き家対策について。町では、空き家相談会等を実施しているが、周知と参加

状況はどのようになっているのか。空き家登録は進んでいるのか。今後町では、空き家の有効利用と

移住者の促進についてどのように考えているのか。 

 次に、３番、友好交流都市協定について。現在の玉村町友好交流都市数、またその関係と内容につ

いて、その後の進展はどうなっているのか、また今後の国内及び海外と友好交流都市協定の予定はあ

るのか伺う。以上３点でございます。 

◇議長（石内國雄君） 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 笠原則孝議員のご質問にお答えします。 

 まず初めに、町の防災対策は万全かについてお答えします。本年、我が国において発生した地震災

害としましては、石川県能登半島地震のほか、宮崎県日向灘地震が起き、また風水害においては線状

降水帯の発生や大雨被害による山形県最上川の氾濫、台風が頻発するなど、多くの自然災害が発生し

ています。これらの災害は、国民の生命や財産に深刻な影響を及ぼすものであり、防災対策の重要性

を再認識させるものです。 

 災害情報の住民への周知につきましては、町のホームページ、メルたま、広報車、ＦＭななみのほ

か、大手通信キャリアの緊急エリアメール、テレビのデータ放送によって行っております。これらの

方法により、大部分の住民への周知は図られていると考えておりますが、スマートフォンやパソコン

を持たない高齢者をはじめとする、いわゆる情報弱者への情報伝達については、あらかじめ登録した

固定電話または携帯電話に音声メッセージを発信する災害情報一斉伝達・収集システム、たまボイス

を整備しております。また、自力で避難することが困難な方については、現在、作成に取り組んでお

ります個別避難計画を通じて、避難支援を図ってまいりたいと考えております。 

 他自治体との連携につきましては、現時点では昭和村及び山ノ内町と災害時における相互応援に関

する内容の協定を締結しております。また、茨城町とは、双方が加盟している北関東・新潟地域連携

軸推進協議会の組織体の中で定める災害時の相互応援要綱に基づき連携を図ることとなっております。

この広域の協議会には、北関東３県及び新潟地域の国道、鉄道沿線にある１９自治体が加盟しており、

近隣市である前橋市、高崎市、伊勢崎市も含まれております。有事の際には、物資提供、職員派遣、

施設提供など必要な支援について、相互に連携協力することとなっております。 
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 また、今月末には、玉村町、吉岡町、榛東村の３町村間において災害時相互応援協定を結ぶ予定と

なっており、被災時に応急対策及び復旧対策が円滑に遂行されるよう、協定を締結いたします。その

他の市町村との災害協定につきましても、お互いにとって有効な協定については今後も積極的に検討

してまいりたいと考えております。 

 次に、空き家対策についてお答えします。まず、空き家無料相談会についてですが、相談会につき

ましては昨年度より開始し、ＮＰＯ法人群馬県不動産コンサルティング協会にご協力いただき、共催

で実施しております。昨年度は、１０月と２月の計２回開催し、今年度につきましては７月に開催し、

その後１０月と１月に開催する予定となっております。 

 周知につきましては広報、ホームページ、メルたまのほか、新聞への掲載依頼など様々な方法で行

っているところです。また、昨年度は第２期玉村町空家等対策計画の策定時期でもあったことから、

その際に実施したアンケート調査の中で賃貸や売買を希望、解体後に土地を利用したいとの項目に回

答した町内在住者にもご案内を差し上げました。参加状況につきましては、昨年１０月は１１人、２月

は１６人、今年度７月は１人となっております。より気軽に申込みができるように、次回の相談会か

らは電話での受付だけでなく、ＱＲコードを利用してインターネットでも受付できるように、現在コ

ンサルティング協会と協議を進めております。 

 また、空き家バンクの登録は進んでいるかにつきましては、平成３１年度の創設以来、令和２年度

に１件の登録と契約成立がございましたが、その後の登録物件はございません。今年度につきまして

も、相談は数件寄せられてはいるものの、登録直前に売買が成立したケースもあり、登録が進まない

ことから、登録物件の増加に向けて今後も周知等を行っていきたいと考えております。 

 なお、本年７月に創設しました空き家リフォーム補助金と空き家片付け補助金につきましては、補

助金の交付要件として空き家バンクに登録していることを挙げていることから、併せて周知を行うこ

とで今後の空き家バンクへの登録物件の増加や制度利用の促進も期待できると考えています。 

 次に、空き家の有効利用と移住者の促進についてどのように考えているかについてですが、空き家

バンク制度は空き家所有者と利活用希望者とのマッチングを行うための有効な仕組みと考えておりま

すので、今年度創設した補助金制度の利用状況などの検証も行いながら、空き家の有効利用が進み、

移住促進にも寄与できるよう工夫をしていきたいと考えております。 

 最後に、友好交流都市協定についてお答えします。現在、玉村町では、長野県山ノ内町、昭和村、

茨城県茨城町の３つの町村との間で友好交流都市協定を締結しております。山ノ内町とは平成１９年

８月１日に、昭和村とは平成２４年１月５日に、茨城町とは平成２６年１月７日にそれぞれ協定を締

結しており、協定の内容につきましては、町、村及び住民は文化、教育、芸術、経済など幅広い分野

における交流を通して、さらなる発展と互いの理解と連携を深めることに努めるものとするとなって

おります。また、１つ目のご質問の町の防災対策万全かでも答弁しましたとおり、災害時においては

相互に応援することとしております。 
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 協定締結後の進展でありますが、協定締結以降、これまで地勢や特色が異なるお互いの町、村の魅

力を生かし、幅広い分野において町と町、町と村との間で、また住民同士において交流が図られてき

ております。今年度につきましても、７月に実施されたたまむら花火大会では、３町村から町村長を

はじめとした町、村の幹部や議長をはじめとした議員の皆様をお招きして交流を深めるとともに、山

ノ内町の町民の方には特別席から花火の観覧を楽しんでいただきました。また、８月には本町の町民

を対象にした昭和村への日帰りバスツアーを開催したところ、募集定員を上回る方に応募していただ

き、実施したところでございます。 

 今後につきましても、今週末の土曜日、日曜日には本町と茨城町の小学生との間で北部公園サッカ

ー場を会場に玉村町長杯少年サッカー大会の開催が予定されているほか、１０月から１１月にかけて

は昭和の秋まつり、いばらきまつり、本町の産業祭において地場産品の販売等を通じて、お互いの町、

村の魅力をＰＲしたいと考えております。そのほか、今申し上げた以外にも様々な分野、世代で交流

が図られているところでございます。今後の国内及び海外との友好交流都市協定の締結につきまして

は、現在のところ予定はございませんが、現在、友好交流都市協定を締結している山ノ内町、昭和村、

茨城町とは、今後より一層交流を促進し、これまで以上に相互の理解と連携を深めることで、互いの

町、村のさらなる発展と地域の活性化を図ってまいりたいと考えております。 

◇議長（石内國雄君） ４番笠原則孝議員。 

              〔４番 笠原則孝君発言〕 

◇４番（笠原則孝君） それでは、自席よりまた質問いたします。 

 まず最初に、町の防災対策なのですけれども、たまボイスなどいろんなものでやっていますけれど

も、風がうんと吹いていて物すごいときに、この間の線状降水帯みたいになっているとき、あれで連

絡がつくのですか。相当音もうるさいし。お年寄りなんかはＳＮＳを使えないし、どのように連絡周

知すればいいか。それで、あと逃げ遅れそうな人、どのように町のほうで保護できるか。 

 ただ、一番心配しているのは、玉村町の場合はほとんどが洪水なのです、利根川や烏川。この場合

は、大体海抜が７０メーター以下なのです。そんなところで、まずどのように。高台といってもどこ

もないのです、高台が。高台が国道３５４号の一部、高架のところくらいで、大体６メーター、７メ

ーターの水が推定では来るそうです。そんな中で、連絡が防災無線も相当頼りにならないし、どのよ

うに１人でいるお年寄りに周知させて、また避難させるか、どんな手順でやるのか、ちょっとお聞き

したいのですが。 

◇議長（石内國雄君） 環境安全課長。 

              〔環境安全課長 齋藤 博君発言〕 

◇環境安全課長（齋藤 博君） 笠原議員の質問にお答えいたします。 

 まず、風が強い日の周知方法なのですけれども、町のホームページ、メルたまにつきましては随時

情報を流しております。情報弱者につきまして、固定電話や携帯電話番号をたまボイスに登録してい
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ただくと、避難指示が出た場合にはそちらに電話が行くようになっております。このたまボイスにつ

きましては、現在７５４名の登録があります。今回の台風１０号の関係で木曜日くらいから今朝見た

時点で新たに６人登録されております。こちらは自動で電話が行きますので、風が吹いていても聞こ

えると思いますので、ぜひ登録していただきたいと思います。一応この防災マップの一番後ろのＱＲ

コードを読み込んでもらえれば簡単に登録できるようにはなっておりますので。それにつきましては、

各地区でやっている防災の講話とかでも紹介させていただいております。 

 次に、逃げ遅れについてお答えいたします。避難行動要支援者名簿というのがありまして、そちら

に現在６８１名の登録があります。地震の場合は突然なのですけれども、風水害、特に台風なんかの

場合は事前にニュースとか、こちらもホームページとかで出しますので、どのくらいの台風でどのく

らい被害があるかという予想が大体つくかと思いますので、そちらのほうで見ていただきまして、支

援者名簿はあるのですけれども、そのうち自分で避難できるという方が３１７名ほどいまして、あと

浸水深、深さが５０センチ以下のところに住んでいる方も４１名ほどいます。残りの人につきまして

は、随時個別避難計画のほうを作成している状況であります。この間、先週ＮＰＯ法人プラムの森と

も防災協定を結びまして、避難者の支援に関する移送のサポートの協定を結ばせていただきました。 

 あと、洪水時の高台につきましては、玉村町ですと多分助かるのが八幡原地区だけ、そんなに浸水

深が深くなる、家にとどまっても大丈夫な形になります。ですので、今回のような台風の場合には、

またこちらも各地区の防災の講話とかで話させてもらっているのですけれども、台風が来て洪水が起

きそうというニュースが出ましたら、事前に町外、早めに町外に逃げてもらうようなお話をしており

ます。 

 すみません。以上です。 

◇議長（石内國雄君） ４番笠原則孝議員。 

              〔４番 笠原則孝君発言〕 

◇４番（笠原則孝君） 今話を聞きましたら、たまボイスのほうが７５０名くらいいるということな

のですけれども、正直な話、８０歳以上の人は、ＳＮＳを使え、たまボイスを使えといっても分から

ないのです、正直な話。そんな状態で独り暮らしだから、相当寂しくなるということを言っていまし

た。 

 そういう場合、町として、お一人で自分で動けない、判断がつかないお年寄りがどの地区にどのく

らいいるかということを把握して、やはり広報車とかそういうので一軒一軒目星をつけて回って助け

出すというような方法。今聞いたら、水害が起きた場合は八幡原地区が沈没しないくらいで、あとは

みんな沈没してしまうというような説明だったのですけれども、恐らくこれで建物の中だ、文化セン

ターだ何だのといっても恐らく入り切らないと思うのです。そんな中で、防災のほうの無線関係とか

といっても風が強ければ聞こえない。やはり地区の区長さんなり、そういう人たちに１人で避難でき

ない人間が何人いるかということを、恐らく数字的には出ていると思うのですけれども、そういうう
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ちの見回りをどのようにするかということを考えながらやっていけば、ある程度は被害も少なく済む

と思われますが、そのこと、町長どう思いますか。 

◇議長（石内國雄君） 町長。 

              〔町長 石川眞男君発言〕 

◇町長（石川眞男君） 今言いました避難です。ところが、避難も災害の渦中に、大雨、大風の最中

に避難というのも、今度はまた違う問題が出てしまうと思う。 

 だから、事前に避難する場所を町の情報などで本当に確認して、しかしそれでも対応できない規模

のものは、また違った形で、町を離れたもっと大きな広いエリアでの避難ということを考えていく必

要があるかと思います。先週は移動に関して、災害が落ち着いた後、要配慮者の移動をしていくと。

そのほかに株式会社プラスと事務用品、医療品等々の供給に関する協定を結んで、そのほかにもいろ

んなところと防災時の協定を結び、また日常での見回りとか情報共有などいろいろ結んではきている

のですけれども、いざというときにそれが機能できるような状況もつくっていくことが必要だと思い

ます。やはり自助、自助から共助へどうにつないでいくか。そこへ公助が関わっていけるかという、

そのことを日常から訓練というか、研究していく必要があるかと思います。 

◇議長（石内國雄君） ４番笠原則孝議員。 

              〔４番 笠原則孝君発言〕 

◇４番（笠原則孝君） 今大体のお話は聞きましたけれども、正直な話、洪水の場合も人ごとではな

いのです。この間皆さんテレビを見て分かるとおり、川越でもあんなことがあったのです。車がほと

んど埋まってしまうと。そうすると、もう神奈川のほうも大分、小田原でも車の窓際まで来てしまっ

たと。玉村町のほうが正直平たんなので、どこに水が抜けていくかというと、一番心配なのは水が抜

けられないのです。北は利根川、南は烏川と。ずっと言っているのは、昔から名前があった沼之上と

いう今の五料地区です。あの辺が一番低くなってしまうので、あの辺りはどうしても北からも来る、

南からも来る、ではどうしたらいいのか。よく水害で他府県では消防の救助隊がボートでやっている

のですけれども、玉村町の消防にはボートがないでしょう、ゴムボートが１基あるくらいで。そんな

状態で住民の、年寄りの命が助けられるのかなと思うのですけれども、その辺はいかがなものですか、

環境安全課長。 

◇議長（石内國雄君） 環境安全課長。 

              〔環境安全課長 齋藤 博君発言〕 

◇環境安全課長（齋藤 博君） お答えいたします。 

 現在、玉村消防署にゴムボートが２台配備してあります。やはり五料のほうで水害がもし起こった

ら、確かに２台で足りるかどうかと言えば足りないかもしれないです。人員のほうもそれほど割ける

とは思えませんので、なかなか難しいかと思います。ですので、事前に台風の情報を見ていただいて、

雨が降り始める前までいかなくても、洪水になりそうだということが分かった時点で町外の高いとこ
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ろに逃げていただくのが一番だと思っております。 

◇議長（石内國雄君） ４番笠原則孝議員。 

              〔４番 笠原則孝君発言〕 

◇４番（笠原則孝君） その町外の高いところというのは、例えばどの辺になりますか。 

◇議長（石内國雄君） 環境安全課長。 

              〔環境安全課長 齋藤 博君発言〕 

◇環境安全課長（齋藤 博君） お答えします。 

 商業施設の立体駐車場とか、高崎駅とかの立体駐車場とか。多分車を置いたまま避難所に逃げたら

車は駄目になってしまうと思うのです。家は持っていけないので、せめて車だけは守るとすれば、商

業施設なり、綿貫の辺の烏川の向こう側、岩鼻の高いところとか、そういうところが。あとは八幡原

も水没しないことになっていて、一応この防災マップだと大丈夫ですので、宇貫、八幡原辺りとかに

逃げてもらうのが一番いいのかなと思います。水害で避難所へ逃げたとしても、命は助かっても車は

水没してしまうというような状態ですので、時間に余裕を持って早めに避難してもらうのが一番だと

考えます。 

 以上です。 

◇議長（石内國雄君） ４番笠原則孝議員。 

              〔４番 笠原則孝君発言〕 

◇４番（笠原則孝君） 今いろいろ水害のほうも、まさかこれら群馬県で玉村辺りは一番災害が少な

いのかなと、ちょっと多いのは冬の空っ風くらいかなと思ったのですけれども、歴史をひもとくと、

昭和２２年９月１５日、カスリーン台風なんていうのが来て、えらい目に遭ったわけです。それから、

今度は昭和３４年、伊勢湾台風、２回あった。ちょうど間隔的にまた来ると、本当に今年度辺りがま

たいろんな問題が起きるのです。 

 そうでなくても今温暖化でもって赤道付近の海面から随分海水を吸い上げて、それがいろいろな関

係でフィリピンの沖からこちらのほうへ向かってくると。だから、ここのところへ来ても、台風１０号

がいなくなったら、もう１１号が発生なのです。この分でいくと、３０号くらい来るのではないかと

いうのがあるので、こればかりは自然との闘いなので、人間が知恵を絞って、いかに自分の生命を守

るかということで、いろんな自治体の人の意見も聞いたりしてやっていくしかないと思います。何し

ろ玉村町で助かる平地となると八幡原しかないということで、ちょっと悲しいように思ったのですけ

れども、そのような状態なので、皆心して災害をより少なくしていくようにしたいと思います。 

 次は、空き家対策についてのことなのですけれども、空き家、空き地といいますけれども、調べて

みたら空き家と空き地は平成１８年頃には九州の一端に匹敵するくらいの空き家があるらしいです。

今度２０４０年になりますと、今の状況でいくと北海道に匹敵したくらい、空き家、空き地が増えて

しまうらしいです。だから、こんな中でどのようにしていったら、まして日本の場合は少子化なので、
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どうしても外国人が多くなってしまうような気がするので、そんな中でいかに空き家対策を考えてい

かなくてはならないか。また、全体を考えてもしようがないので、町のことを考えると、空き家にな

ったところへほかから来て住んでくれたという方は過去５年くらいに何件くらいあるのか、ちょっと

お聞きしたいのですが。 

◇議長（石内國雄君） 都市建設課長。 

              〔都市建設課長 原田英樹君発言〕 

◇都市建設課長（原田英樹君） お答えいたします。 

 空き家のところに住んでもらった件数というのは全て調べたわけではないので、分からないのです

けれども、町のほうで空き家の除却補助をやっています。そちらにつきまして、令和元年から令和４年

まで、空き家の除却補助を行った跡地がどうなったかという追跡調査をしました。全部で３１件ある

のですけれども、そのうち新築されたのは１２件、売る土地とされているのが６件、あと更地のまま

となっているのが９件、駐車場として使われているのが４件というふうになっています。今現在のデ

ータではこちらのほうとなります。 

 以上です。 

◇議長（石内國雄君） ４番笠原則孝議員。 

              〔４番 笠原則孝君発言〕 

◇４番（笠原則孝君） 今聞きますと、３１件が空き地、空き家だったということですか。 

◇議長（石内國雄君） 都市建設課長。 

              〔都市建設課長 原田英樹君発言〕 

◇都市建設課長（原田英樹君） 町の中の全ての空き家、空き地を調べているわけではなくて、３１件

というのは町のほうで空き家の除却補助をした件数となります。 

◇議長（石内國雄君） ４番笠原則孝議員。 

              〔４番 笠原則孝君発言〕 

◇４番（笠原則孝君） そうすると、３１件は町で知っているというけれども、全体では空き家は何

件くらいあるのですか。 

◇議長（石内國雄君） 都市建設課長。 

              〔都市建設課長 原田英樹君発言〕 

◇都市建設課長（原田英樹君） 空き家につきましては、空き家の対策計画をつくるときに調査をし

まして、その時点で２７４件が空き家ということでこちらのほうで調査をしております。 

◇議長（石内國雄君） ４番笠原則孝議員。 

              〔４番 笠原則孝君発言〕 

◇４番（笠原則孝君） ２７４件の知っているのは３１件と、数的には少ないと思うのですけれども、

今後これでまた空き家が年々増えてしまうのですか、それとも埋めているから少なくなっていくと。
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逆に２７４件と比べると、もうこれ以上増えないと。それとも、増えてしまうと。それか、埋めてい

るからもっと少なくなりますよというのか、今この状況を見て課長はどう思いますか。 

◇議長（石内國雄君） 都市建設課長。 

              〔都市建設課長 原田英樹君発言〕 

◇都市建設課長（原田英樹君） 空き家は、やはり議員のおっしゃるとおり、少子高齢化でどんどん

欲しいという方がいなくなりますので、相続等で空き家がどんどん増えていく、今後も増えていくよ

うな状況だと考えております。 

◇議長（石内國雄君） ４番笠原則孝議員。 

              〔４番 笠原則孝君発言〕 

◇４番（笠原則孝君） それをどのようにして少なくして、町に定住させると。正直な話、移住者を

呼び込むというような対策というのは、ちょっとこの質問とは変わってきてしまうのですけれども、

何かそのような施策はありますか。 

◇議長（石内國雄君） 都市建設課長。 

              〔都市建設課長 原田英樹君発言〕 

◇都市建設課長（原田英樹君） 町長の答弁の中にもありましたように、７月に空き家の片づけ補助

金と空き家リフォーム補助金という補助制度をつくりました。この制度は、空き家バンクを利用して

空き家を購入、または賃貸借契約した方に空き家の片づけの補助金を出したりとか、リフォームの補

助金を出したりとか、そちらは住宅の目的だけではなくて店舗とかでも個人の方であれば対象として

おりますので、そういった制度を利用していただいて、なるべく空き家を減らしていくような形を取

っていきたいと考えております。 

◇議長（石内國雄君） ４番笠原則孝議員。 

              〔４番 笠原則孝君発言〕 

◇４番（笠原則孝君） ですから、あまりにも空き家の数が増えてくると、この町は一体大丈夫なの

かと、いろんなあれを思われるのです。それと、防犯の関係でもやはり空き家が多いと。だから、で

きれば外から見てここは空き家ではないよというような方法を取っていけば、ある程度はいいのでは

ないかと思います。 

 それと、一番困るのがごみです。空き家の場合、ごみがいっぱいあると、完全にそこが空き家で人

が住んでいないなと分かるので、幾らか清掃するような関係で、町としてはやはり持ち主に依頼して

片づけてもらうということになると思うのですけれども、持ち主が分からないから空き家になってし

まうという、そんな関係もあると思うのですけれども、幾らか空き家が荒れた状態になっているのを

今後どのように考えていくのか、ひとつお聞きしたいのですが。 

◇議長（石内國雄君） 都市建設課長。 

              〔都市建設課長 原田英樹君発言〕 



－68－ 

◇都市建設課長（原田英樹君） 空き家に関しましては、持ち主を今現在調べて、通知等を出してお

ります。今のところ、全く所有者の方が分からないということはなくて、登記簿謄本だとか、そうい

ったもので追跡をして、通知等を出しているような状況です。 

◇議長（石内國雄君） ４番笠原則孝議員。 

              〔４番 笠原則孝君発言〕 

◇４番（笠原則孝君） 分かりました。次の３番目に行きます。 

 友好交流都市協定についてなのですけれども、話を聞きましたら、一番最初に玉村町が協定を結ん

だのは山ノ内町のほうが早かったですか、今町長から山ノ内町が１９年で、昭和村が２４年で、茨城

町が２６年と聞いたのですけれども、最初の話ではどうも昭和村のほうがやるのは早かったのかなと

思うのだけれども、山ノ内町はどういう関係で友好交流都市になったのですか。 

◇議長（石内國雄君） 町長。 

              〔町長 石川眞男君発言〕 

◇町長（石川眞男君） 玉村町の中学校の生徒が、山ノ内町のリンゴ農家に行ってリンゴの剪定か何

か、収穫か、そういった形での交流が始まって、それがきっかけということは聞いています。 

◇議長（石内國雄君） ４番笠原則孝議員。 

              〔４番 笠原則孝君発言〕 

◇４番（笠原則孝君） そうしますと、大分山ノ内町とはいろいろ玉村の森をつくってもらったりな

んだりして友好交流的にはいいのですけれども、ちょっとここに来てコロナがあったので、産業祭に

もおいしいリンゴを持ってこられなかったというようなことで、今年は恐らく大丈夫なのでしょう。 

 それと、あとは昭和村なのです。昭和村さんは、私が思うに一番積極的に玉村町のほうへ議員がみ

んな来たり招かれたりしているようなのですけれども、これは昭和村とは何か特別なあれがあるので

すか、町長分かる範囲内で。 

◇議長（石内國雄君） 町長。 

              〔町長 石川眞男君発言〕 

◇町長（石川眞男君） １時間くらいで行き来できるという近さと、また成り立ちが違うから、大き

な農家が多いところです。こちらは都市部みたいなところもあるし、距離の近さと適当な違いという

か、そういうのが馬が合うような状況になっているのではないですか。議会は議員同士行ったり来た

りで議会同士の交流もありましたし、そういうことかなという感じがします。 

◇議長（石内國雄君） ４番笠原則孝議員。 

              〔４番 笠原則孝君発言〕 

◇４番（笠原則孝君） 何か玉村町の親戚みたいな感じなのです、正直な話。新しい庁舎を造ったか

ら来てくださいよとか、うちのほうも行ったりして、非常にこれも友好関係が一番いいのではないか

と、この３つの中ではそう思うのですけれども、そんな中で恐らく向こうのほうが地理的には高地だ
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し、もしこちらに何か災害が起きたときに、まして関越を使うと僅か２０分で着いてしまうのです、

近場で。だから、この中で一番近いということで行けるのですけれども、今後とも何かいろいろ聞く

と、大分昭和村さんは玉村町と親戚みたいな感じになってしまって、議員の方も知らぬ人はいないの

ではないかくらいになっていると思うのですけれども、このいいウィン・ウィンの仲をうまく持って

いけば、大分いいような結果が出るのではないかと思います。 

 それと、今度は茨城町は、私の知っている限りでは国道３５４号のバイパスができまして、そんな

関係で通過している町が玉村町と茨城町だということで、茨城町のほうから友好交流都市になってく

ださいと来たような感じなのですけれども、その点いかがなのですか。 

◇議長（石内國雄君） 総務課長。 

              〔総務課長 齋藤善彦君発言〕 

◇総務課長（齋藤善彦君） 直接関わっていたわけではないのですが、聞いた話では、茨城町さんの

ほうから玉村町と友好交流都市の協定を結びたいということで、あちらから話が来たということは聞

いております。 

◇議長（石内國雄君） ４番笠原則孝議員。 

              〔４番 笠原則孝君発言〕 

◇４番（笠原則孝君） 今ちょうど考えましたら、北関東自動車道、あの関係でなったと思うのです。

大分茨城町さんのほうも土地柄というと海に近くて、協定を結んだ中で海を持っている県は茨城町さ

んだけではないかなと思うのです。そんな関係で、ここもうまい具合に子供たちが少年サッカーで交

流したりなんだりしていると思うのです。 

 それで、やはり私は思うのですけれども、今度海外はどうなのですか。今海外でやっているのはア

メリカのエレンズバーグだけで、あそこも調べたら相当田舎なのです。ワシントン州というけれども、

大分上のほうでバンクーバーのほうに近いところなので。いろいろ前にも聞いたのですけれども、大

分お金もかかるということなので、以前私はもっと海外でやるのであれば、アジア辺りでどこか安い

ところがないかということを考えたのですけれども、町長、それは頭の中にありますか。 

◇議長（石内國雄君） 町長。 

              〔町長 石川眞男君発言〕 

◇町長（石川眞男君） エレンズバーグとの交流の件ですか、それともほかにまた。 

              〔「エレンズバーグの件はそれでいいとして、大分お金が 

かかるということを聞いたのです、正直な話。それな 

んで。逆に」の声あり〕 

◇町長（石川眞男君） エレンズバーグとの交流、５年ぶりに行くことになったのです。 

 ４年間行けなくて、コロナ禍等々。さあ、どうしたものかということになりまして、だから去年の

段階で派遣しまして、エレンズバーグの状況はどうかと。そうしたら、非常に厚く迎え入れてくれる
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情勢があって、とにかく来て交流を続けたいという意思を確認しまして、それでよく聞くと３００人

くらいの人が行っているのです。それで、確かに費用も円安、それから物価高ということで、非常に

費用も高くなっているのですけれども、隔年ということにして、しかし英語圏の実体験というのは大

事だなと思うようになりました。 

 というのは、長い話はしたくないですけれども、ペルーと日本の国交を回復して去年が１５０周年

なのです。なぜそれがあったかというと、福島県に大玉村という村があって、そこの人がペルーへ移

住して、マチュピチュの村長をやったのです。それがきっかけで国交を、本当に１本の糸が大きな国

と国との交流につながっていくというのがありますから、エレンズバーグとの糸というのも無理して

いるのではないけれども、自然の中での交流というのが実はいずれ生きるときが来るのではないかな

という気がします。だから、近くのところで手軽にやろうという考え方もあると思いますけれども、

継続の力というのは意外や意外なときに生きてくるのではないかというのが私の思いです。やはり町

がそういった夢を１つ持っているということが大事なことだなと思っています。 

◇議長（石内國雄君） ４番笠原則孝議員。 

              〔４番 笠原則孝君発言〕 

◇４番（笠原則孝君） 取りあえずそれでちょっと遠いと言えば遠いのですけれども、その辺でまた

もう一か所くらいはいいのではないかと。草津町もたしか香港かどこかともやっているのです、あそ

こは。そんな関係で、もう一か所くらい、もし余裕があるのであれば、町長の代でひとつ開設しても

らいたいと、こう思うのです。 

 だから、そんなにお金のかからないところで。そうなると、やはりアジア圏です。アジア圏でなる

べく英語を扱っているところ。今はほとんど英語をみんな使っているのです、どこも。日本人が一番

使わないのですね、何だかんだ言うと。先進国の中では。あとは、先進国の中ではほとんどみんな英

語を子供たちもしゃべります。そんなわけで、ただ１つだけの海外の都市ではなく、違うところもや

ってくれれば、また違う感じで分かってくるのではないかと思います。 

 それと、玉村町も私が知っている限りでは、上野村と大分１８年も交流をやっていて、この間もバ

スで行ったりなんだりしたので、その辺は町長、どう考えていますか。 

◇議長（石内國雄君） 町長。 

              〔町長 石川眞男君発言〕 

◇町長（石川眞男君） 上野村の黒澤村長さんともお話ししましたけれども、この前バスで上野村に

行って、収穫した米で餅を打って食べてきました。 

 あそこには村外からの子供たちが移り住んで勉強しているわけです。それで、その子供たちの家族

が、逆に気に入ってしまって、家族が移住してくるような、そういう状況もあると聞きました。それ

で、本当に玉村町と上野村といえば、また全然環境が違うところで、そういう意味で黒澤村長さんと

もいろいろ話をしているのですけれども、学び合うところは多いと思います。 
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◇議長（石内國雄君） ４番笠原則孝議員。 

              〔４番 笠原則孝君発言〕 

◇４番（笠原則孝君） 何か聞いてみたら、もう１８年も前から続いているらしいのです。 

 正直あの村を調べてみたら、１軒に３００万円くらい予算が出てしまうのです。びっくりした、私

も。町の予算を１軒に直すと３００万円出てしまうのだと、使い切れないのだと。何でかというと、

皆さん分かるとおり、日航機が落ちて、補償を全部黒澤村長が、当時の総理大臣だった中曽根さんは

海軍士官学校を出ている後輩なんだって。「おい、中曽根」と言ってやらせてしまったらしいのです、

日航を巻き込んで。それから、今度道路も正直な話、万場から先はうんときれいなのです。神流まで

が駄目なのです。あれも全部その金でやったということで、それからいろんなことも全部新聞なんか

をにぎわせて、慰霊のあれだなんてやっています。灯籠流ししたりなんだり。それから、あそこで一

番財政がいいのが、正直な話、東電の地下の発電所なのです。あの固定資産税が相当。今はたしか２基

あるかな。あと２基増やせるのだと、これから。どうしてもこれからは化石燃料の火力発電所は駄目

なので、やはり水力で持っていくとＣＯ２が出ないということなので、あれで頑張っているのですけ

れども、また固定資産税で金が増えてしまうのではないかなと。人んちの懐なのだけれども、ちょっ

と心配してしまっているような感じなのです。だから、ましてあのようなところで見て、割かし村長

にしても村民にしても、みんなうんと友好的なので、その辺はひとつ町長のあれで、石川町長のとき

に１つくらいまた姉妹都市を増やしてもいいのではないかと思うので、その辺ちょっと検討願えます

か。 

◇議長（石内國雄君） 町長。 

              〔町長 石川眞男君発言〕 

◇町長（石川眞男君） 考えています。考えているのだけれども、それはいろいろな負担もあるし、

そういうこともあるので、いろいろ考えてみます。 

◇議長（石内國雄君） ４番笠原則孝議員。 

              〔４番 笠原則孝君発言〕 

◇４番（笠原則孝君） 町長、今考えて、「思案橋ブルース」ではないけれども、考えていくというこ

となので。 

 それと、あとこれからいろんな問題はありますけれども、このようなことは町長が在任中に１つく

らい何か目玉をつくっておいてください。時間も長くやってもしようがないので、この辺で終わりに

します。失礼します。 

                                        

◇議長（石内國雄君） 休憩いたします。３時３０分より再開します。 

   午後３時１６分休憩 
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   午後３時３０分再開 

◇議長（石内國雄君） 再開します。 

                                        

◇議長（石内國雄君） 次に、６番月田均議員の発言を許します。 

              〔６番 月田 均君登壇〕 

◇６番（月田 均君） 議席番号６番月田均です。議長の許しを得ましたので、通告書に基づき一般

質問を行います。 

 傍聴の方１名、ありがとうございます。１００名いるという気持ちで頑張っていきます。 

 先週の水曜日、２８日、お米を買ってきてと言われ、スーパーに出かけた。驚いたことに、いつも

の棚にお米が一袋もない。仕方なく次の店に行った。お米が見つからない。店員に確認したら「ああ、

ないですよ」とつれない返事。お米が不足していて、価格が上がっているという話は聞いていたが、

こんなことになっていたとは思わなかった。５０年ほど前、第４次中東戦争を機にオイルショックが

発生し、物資供給の不安からトイレットペーパーが世の中から消えてしまうという事件が起きたが、

あのときのことを思い出した。今年の夏、異常な暑さ、そして台風、さらにお米が見つからない。夏

の思い出とはとても言えない。よいことのない夏でしたが、その夏も終わり、今年の秋に期待して、

一般質問を始めます。 

 まず、第１の質問、総合防災マップに記載されているカスリーン台風の際に落橋したとされる岩倉

橋の写真は適切かについて。玉村町総合防災マップの中に、昭和２２年９月、カスリーン台風の際に

落橋したとされる岩倉橋の写真が載っている。右側にコンクリートの橋桁が残り、左側（新町側と思

われる）には橋桁がなくなっている橋の写真である。この写真について、昨年９月、第３回定例会一

般質問のときに、岩倉橋はカスリーン台風によって本当に落ちたのかと質問をした。町の回答は、高

崎河川国道事務所から提供された写真であり、カスリーン台風の際、落橋したものと認識していると

のことだった。 

 ところで、群馬歴史散歩の会発行の「群馬歴史散歩」第１８７号新町特集、２００４年発行、この

資料の中に岩倉橋の記事があった。そこには、昭和１２年に群馬県が２６万円の予算で橋梁４１０メ

ートル、幅員５．５メートルのコンクリート製の永久橋を起工したが、日支事変が勃発し、資材が不

足したため、工事途中で放棄された。戦後になり、新町、玉村、芝根の岩倉橋架橋期成同盟の運動が

あり、昭和２４年に木橋として架設され、昭和３０年７月にコンクリート橋に架け替えられたと記載

されていた。群馬歴史散歩の会の資料が事実とすると、昭和２２年９月のカスリーン台風の際には、

岩倉橋の橋桁の一部はまだ架設されておらず、なかったことになる。玉村町総合防災マップに載って

いる、カスリーン台風によって落橋したとされる岩倉橋の写真は適切ではないと考えられるが、どう

か。 

 次、第２の質問、町内の古建築物の保存について。今年の７月、民生文教常任委員会で富岡市の子
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育て健康プラザの視察を行った。保健と子育て支援部門を集約した施設で、新しい試みだと感じた。

帰り道、富岡製糸場の北側の道を通った。レンガ造りの茶色の大きな建物、置繭所というようだが、

それを横から見た。随分長い建物だと感じたが、その建物以外に瓦屋根の木造の古そうな建物が目に

映った。これも世界遺産なのかと気になり、調べてみると、明治から昭和にかけて建てられた宿舎だ

った。その中の大きな２階建ての建物は、片倉経営期には社宅として工場長が使用していた。どの建

物も世界遺産の建物の１つとして保存されているとのことだった。 

 ところで、玉村町内で古い大きな養蚕農家が壊され、消えていくのが気になる。養蚕業を支えてき

たのは富岡製糸場だけではなく、県内各地にある養蚕農家である。町内の養蚕農家の保存に支援でき

ないか。玉村町誌別巻Ⅲ「玉村町の建造物」が平成３年に発行されているが、その中に民家建築とし

て３８棟の住宅が紹介されている。取り壊されたものも多いと思うが、現存しているものはどのくら

いあるのか。これらの保存をどのように考えているか。 

 第３の質問、玉村町誌の発行について。現状の玉村町誌は、昭和６１年、１９８６年に編さん委員

会が立ち上がり、昭和の終わり頃から平成の前期にかけて、通史編の上巻下巻と別巻９巻が発行され

た。発行してから３７年近く経過したものもある。当時と比較して人口は増え、玉村大橋、伊勢玉大

橋ができ、国道３５４号も開通し、文化センター周辺には住宅もでき、道の駅もできた。産業形態も

大きく変わった。歴史的に新しい発見もあったと思う。この時期に新たに編さん委員会を立ち上げ、

町誌を発行することは大いに意義があると感じる。町はどのように考えるか。 

 以上で１回目の質問を終わります。 

◇議長（石内國雄君） 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 月田均議員のご質問にお答えします。 

 まず初めに、総合防災マップに掲載されているカスリーン台風の際に落橋したとされる岩倉橋の写

真は適切かについてお答えいたします。総合防災マップの２ページ目に掲載いたしました烏川に架か

る落橋した岩倉橋の写真につきましては、水防センターにカスリーン台風時の被害写真として、高崎

河川国道事務所から提供され、掲示している写真であります。水防センターにある写真を見ますと、

土手側の下に橋桁と思われるものが横たわっており、人が集まっております。この写真は、烏川上流

から角渕側の橋を写した写真で、土手から１つ目の橋脚までの橋桁が落橋したところを写していると

考えられます。 

 玉村町歴史資料館発行の玉村町古写真集の記事に、岩倉橋は昭和１０年に洪水で流出し、昭和２４年

に木橋が架けられたとの記載があります。歴史資料館に確認しましたところ、この写真は歴史資料館

所蔵の写真であり、確かにカスリーン台風直後に撮影された岩倉橋でありますが、完成はしていなか

ったとの見解でありますので、未完成の岩倉橋の完成部分の橋桁が落橋したと考えております。町で

は、この写真の掲載は問題ないと考えています。 
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 次の町内の古建築の保存についてと玉村町誌の発行についてのご質問は、教育長からお答えいたし

ます。 

◇議長（石内國雄君） 教育長。 

              〔教育長 鈴木寛史君登壇〕 

◇教育長（鈴木寛史君） ９月議会、多数のご指名をいただきまして、誠にありがとうございます。

ご期待に添えるよう、精いっぱい頑張りたいと思います。 

 月田議員の町内の古建築の保存についてのご質問にお答えします。平成３年刊行の玉村町誌別巻Ⅲ

「玉村町の建造物」に掲載された民家建築３８棟のうち、約２０年後の調査では１９棟が残存してお

りました。その後、令和６年現在では残っている建築は１１棟になり、この３０年間でかなり取壊し

が進んだことになります。 

 民家建築は個人所有であることがほとんどでありますから、個人の事情により立ち入ることが難し

いケースもありますので、取り壊されることもやむを得ない場合がございます。しかしながら、現存

する１１棟のうち重田家住宅については、平成１３年に国の登録有形文化財に登録され、さらに令和

３年に土地、建物が町に寄贈となりました。重田家住宅では、現在様々な行事が開催され、積極的な

活用が進んでいるところであります。 

 また、同じく現存する１１棟のうち、平成２４年には福島の渡辺家住宅が県の登録であるぐんま絹

遺産に登録され、さらに令和３年には上新田の井田家住宅が町重要文化財に指定されております。町

誌の民家建築３８棟には含まれない学校建築ではありますが、歴史的建造物の観点から今年度予算の

主要事業として、令和２年に町重要文化財に指定された嚮義堂の修復工事も行われます。嚮義堂は、

令和４年に町へ寄贈となり、今年度の修復で江戸時代の郷校の役割を果たした流れをくむ建物ですが、

今後も町の教育のシンボルとして保護されていくこととなります。 

 養蚕住宅をはじめとする歴史的建造物の保存と継承は一朝一夕にはいきませんが、できる限り重田

家住宅などのように登録や指定などの文化財的価値付けを行い、町民の皆さんに歴史的価値の再発見

をしていただきながら、未来へ継承していけるよう、今後とも保存、活用について粘り強く取り組ん

でいきたいと考えます。 

 次に、月田議員の玉村町誌の発行についてのご質問にお答えします。町では、第６次玉村町総合計

画の目指す将来像として、「暮らすなら、ここがいい。」を目標に定めておりますように、町民の皆さ

んが暮らしていく地域に愛着を持ち、さらにはその地域の歴史、文化に関心と誇りを持っていただく

ことは極めて重要なことと考えます。また、重点目標の１つであります「たまむらの良さを次世代に

つなぐ」という点においても、未来を担う子供たちに地域の歴史、文化に触れ合う機会を提供し、そ

の価値を認識させながら郷土愛を育んでいく必要があると考えます。そういった観点からも、町誌を

編さんする意義は非常に大きいと考えます。 

 しかしながら、町誌編さん事業となりますと、町全体で取り組むべき非常に大きな仕事となり、担
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当職員の人材育成、専門家の配置など全庁での横断的な組織体制の構築も不可欠であり、広く町民の

皆さんのご理解を得る必要もございます。月田議員もおっしゃるように、町誌通史編の発行から２９年、

最後の町誌発行となる別巻Ⅸ「玉村町の石造物」から１９年が経過し、町の歴史は新たに書き加える

べき発見や出来事が積み重なってきております。 

 教育委員会では、その蓄積された記録を散逸しないよう、埋蔵文化財資料に関しては発掘調査が行

われる際に計画的に調査報告書を発行し、また歴史資料に関しては町内の資料の所在調査や寄贈、寄

託による資料収集、保管、整理作業を地道に行っているところでございます。さらに歴史資料館で年

に２回ほど定期的に行う企画展でその成果を公開したり、記録にとどめるための図録も発行したりし

ながら、ある程度資料がまとまった段階では資料集や写真集なども発行しております。現時点におい

て重要なことは、町誌編さんの種となる資料の散逸を防ぎながら、次期の町誌編さん事業の機が熟す

ときに備え、現体制の中でできる限りの準備を行っておくことであると考えます。 

◇議長（石内國雄君） ６番月田均議員。 

              〔６番 月田 均君発言〕 

◇６番（月田 均君） では、まず岩倉橋の件です。 

 町の回答というのは、あれはカスリーン台風時に落ちたと判断しているということなのですけれど

も、私がなぜ写真を見たときに、小さな写真なのですけれども、これを見たときにあれと思ったのは、

カスリーン台風といいますと、私なんか芝根の人は子供のときからよく聞いているのです。ほとんど

私から上の人は知っている。太平洋戦争後に大きな被害が出たのです。川井とか飯倉とか、川井は家

が流されたとか、上茂木のほうは家を造り替えたのです、すごい洪水ででっかい養蚕農家を造り替え

ている、戦後に。私の家は下之宮なのですけれども、南玉の堤防、ちょうど笠原議員さんちの近くの

堤防が切れて、下之宮に水が流れ込んできたと。私の家は２階だったのですが、私の家の本家は１階

だったので、危なくてしようがないので、うちの２階に逃げてきたとか、うちの家は当時嘉永３年と

いうから１８５０年ですね、江戸時代の終わり頃に造った麦わら屋根なのですけれども、その前のと

ころにヤギ小屋があったと。水が来たので、蔵にあったお米をみんな一生懸命２階に上げていたと。

気がついたら牛がいるのだというので、牛は裏の竹やぶが高かったので、連れて助かったと。ただ、

ヤギは蔵の家の前にいたので、そこは低くて、結局ヤギを助けられなかったというのはよく何回も親

から聞かされていました。 

 そんなことで、我々は大変さは知っているのだけれども、先ほど八幡原は安全だというけれども、

角渕の人に聞いたら、芝根のほうが大変だったみたいねなんていう話なのです。全然カスリーン台風

の「カ」の字もよく知らない人が多かったと。まして岩倉橋が落ちたとか、そんな話は誰もしていな

い。私のもっと上の人、昭和一桁の人も聞いたのだけれども、いや、そんなことは聞いたことないよ

という話なのです。 

 先ほどの話は、このコンクリートの一部がカスリーン台風のときに流されたというけれども、こん
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な上まで水が来れば、もっと大騒ぎになっているはずなので、どうもこの辺が、私は今の役場の話に

１つあれと思った。確かによく見ると人がいるのです、写真の下に。私が虫眼鏡で見たら確かに人が

いたのです。これを拡大して見ると人がいるのだけれども、確かに橋らしい橋が落ちているのだけれ

ども、橋と直角に落ちるかね、橋が。この辺がどうも。これだけ大きな事件があれば、角渕の人はみ

んな知っているはずなのに、それを全く知らないというのは、これは橋が落ちたのとは違うのではな

いかなという気がする。例えば堤防のところのコンクリだとか、そういう感じもして、ひょっとすれ

ばあの辺に人が流れ着いた写真なのかなという感じがするのですけれども、いかんせんこの写真を撮

った人がもういないのです。聞いたら、角渕の人で、高橋何とかという人で、そこのうちに行って聞

いてみたら、うちのおじいさんが撮った写真なので、分からないとか言われて、本当のところは分か

らないのですけれども、もう少しこの辺を調べてみると、面白いというか、いいことが出るのではな

いかと思うのです。特に角渕の人は歴史が好きな人が多いから、角渕の岩倉橋の歴史というのを調べ

ると、これは何回も流されているのです。そういうのを調べてみても面白いし、これから新しい歴史

も見つかるような気がするのだけれども、どうですか。再度調査してもらいたいのだけれども。 

◇議長（石内國雄君） 環境安全課長。 

              〔環境安全課長 齋藤 博君発言〕 

◇環境安全課長（齋藤 博君） 月田議員の質問にお答えいたします。 

 再度調査ということなのですが、私が資料館のほうに確認したところ、確かに３枚、カスリーン台

風のときの写真が残っていて、それと一緒にあるので、間違いなくそれは岩倉橋の写真で、カスリー

ン台風後だよということでした。撮った方は角渕の方ではないということでした。 

 あと、国土地理院のホームページで航空写真が見られるのです。それで見ますと、昭和１７年３月

の航空写真、あとカスリーン台風から１か月半後の２２年の１０月３０日の航空写真が見られまして、

月田議員がこれは新町側と言っているのですが、これを見ると角渕側なのです。今でも岩倉橋は角渕

側から土手を初めは走って、土手が川のほうへ伸びていて、その後橋脚があって橋になっていると思

うのです。過去も航空写真を見る限りでは、今と同じような造りで、初めの部分は土手があって、そ

の先から橋脚で橋になっているように航空写真では見えます。 

 こちらの総合防災マップに載せました写真ですが、その角渕側から伸びている土手が崩れて、一番

初めの橋脚までの橋桁が落ちたという写真だと思います。こちら、もうちょっとよく見える、下に橋

桁が落ちているという写真につきましても、下流側、これは岩倉橋の上流側から写して、下流側に落

ちていますので、そのように判断しました。また、航空写真で見ますと、後ろの烏川の角渕の先、今

はゴルフ場になっている、そっちのほうまで大分水が出て、流された跡がありますので、多分土手ご

と流されているというような写真であると考えます。 

 以上です。 

◇議長（石内國雄君） ６番月田均議員。 
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              〔６番 月田 均君発言〕 

◇６番（月田 均君） それなりに分かる話のような気はするけれども、利根川は増えたけれども、

烏川はそんなに当時水は増えていないよね、利根川ほどには。だから、そういうふうに考えて、地元

の人にもそういう話が残っていないということを考えると、どうかなというふうに感じているところ

です。 

 あと、私も写真に関しては今話がありましたけれども、納得できないところもあるので、後日歴史

資料館にも、課長さんのところにも行って、よく話をしてみたいと思います。いずれにしろ、私が分

かったのは、カスリーン台風、カスリーン台風とでかく出ているけれども、角渕の人は知らないとい

うか何だという話なのです。こんな大騒ぎして。分かっているのは、怖いのは芝根の人なのです。あ

とは、上陽の川べりの人も怖かったと言うけれども。意外と皆さん、真剣に考えていないというのは

これはよろしくない話なので、その辺も今後の防災マップを作るときにはよく頭に入れて作ってもら

いたいなということでした。以上です。 

 では、次に、また後で質問いたします。古建築の保存ということなので、大切なことだと思います、

私は。今嚮義堂の話が出たのですけれども、嚮義堂の改修に関しては今どんな状態になっているか、

教えてください。 

◇議長（石内國雄君） 生涯学習課長。 

              〔生涯学習課長 畑中哲哉君発言〕 

◇生涯学習課長（畑中哲哉君） お答えさせていただきます。 

 嚮義堂の改修工事でございますけれども、今年度予算がつきまして、工事監理、あと実際の施工の

ほう、契約が済んでおります。ちょうど来週の月曜日、９月９日に、こちら休会中でちょうどよかっ

たのですけれども、嚮義堂の学習も含めました現地説明会を開催予定でございます。ぜひ来ていただ

きまして、どのような工事が行われるかとか、嚮義堂の意味を改めて町民の方に周知したいと思いま

すので、月田議員にもご参加いただければうれしく思います。 

◇議長（石内國雄君） ６番月田均議員。 

              〔６番 月田 均君発言〕 

◇６番（月田 均君） まだ工事は始まっていないということですね。予算はたしか１，０００万円、

費用を計上していたのですけれども、その辺に関して１，０００万円で足りないのではないかという

話も一部聞いているのですが、その辺はどう考えていますか。 

◇議長（石内國雄君） 生涯学習課長。 

              〔生涯学習課長 畑中哲哉君発言〕 

◇生涯学習課長（畑中哲哉君） お答えさせていただきます。 

 実際の工事費は１，０００万円のうちの８００万円ちょっとでございます。確かに議員ご指摘のと

おり、専門家の村田先生にご相談すれば、あと３倍は欲しかったということでございますけれども、
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今は雨漏りがひどい状態でございます。屋根の雨漏りの修繕を中心に、活用というよりは、まず嚮義

堂を残すという意味合いの工事で集中的に屋根のほうをやる予定でございます。 

◇議長（石内國雄君） ６番月田均議員。 

              〔６番 月田 均君発言〕 

◇６番（月田 均君） となると、屋根は直したけれども、下のほうはちょっと危ないところもある、

弱いところもあるのだけれども、それはやらないということですか。将来、来年、再来年に改修をや

るということなのですか。 

◇議長（石内國雄君） 生涯学習課長。 

              〔生涯学習課長 畑中哲哉君発言〕 

◇生涯学習課長（畑中哲哉君） 来年度の工事予定は、実はまだ正直なところございません。今後長

いスパンでちょっとずつ手を入れていければいいなと担当課のほうでは思っております。 

◇議長（石内國雄君） ６番月田均議員。 

              〔６番 月田 均君発言〕 

◇６番（月田 均君） 取りあえず屋根を直せば、人が入れて使えるようになるということだと思う

のですが、今後の活用というのはどんなふうに考えているのですか。 

◇議長（石内國雄君） 生涯学習課長。 

              〔生涯学習課長 畑中哲哉君発言〕 

◇生涯学習課長（畑中哲哉君） お答えいたします。 

 まずは残すということでございます。活用は、今のところ重田家のようにあの中でイベントをする

とか、そこまではまだ計画上ございません。トイレも駐車場もございませんので、本当に嚮義堂を地

元の方は学校様と呼んでおりますが、教育のシンボルとして広めていくような勉強会であったり、資

料の発表であったりを中心にしていく予定でございます。 

◇議長（石内國雄君） ６番月田均議員。 

              〔６番 月田 均君発言〕 

◇６番（月田 均君） 話によると、結構地元から１，０００万円のうち相当量が寄附金だという話

を聞いていたのですが、その辺はどうなっているのですか。 

◇議長（石内國雄君） 生涯学習課長。 

              〔生涯学習課長 畑中哲哉君発言〕 

◇生涯学習課長（畑中哲哉君） 嚮義堂を寄附いただいた際に、令和６年の１月末に今まで管理して

いてくださいました組合というか、グループの方が貯めていただいていたお金２３０万円を寄附いた

だきました。令和６年３月補正で寄附のほうをいただきまして、広報の４月号に応接室で嚮義堂世話

人からですね、団体名は嚮義堂世話人から２３０万円のご寄附をいただいたと、町民にも広く示して

おります。こちらは工事費のほうに充てると、充当するということで予算のほうは組み込まれており
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ます。 

◇議長（石内國雄君） ６番月田均議員。 

              〔６番 月田 均君発言〕 

◇６番（月田 均君） あと、教育長のほうから、残っている古建築が３８のうち１１棟ということ

なのですけれども、町の中を動いてみると、それに相当するような古いうちが結構見当たるのですけ

れども、そういったものをもう一度探して、調査するというのも大切なことだと思うのですが、そう

いった計画はありますか。 

◇議長（石内國雄君） 生涯学習課長。 

              〔生涯学習課長 畑中哲哉君発言〕 

◇生涯学習課長（畑中哲哉君） お答えいたします。 

 １１棟のうち個人所蔵のおうちが多いということは確認しております。あと、現状１軒くらい空き

家になっているかもというふうに係のほうで確認しておりますが、改めて現状を１度見るということ

は、今回の質問を機に行いたいと思いますけれども、一軒一軒何か調査するかというのは、また検討

していきたいと思います。 

◇議長（石内國雄君） ６番月田均議員。 

              〔６番 月田 均君発言〕 

◇６番（月田 均君） 今回いろいろ質問してみて私も文化財というか、そういう古いものに興味を

持つようになったのですけれども、今後文化財に登録とか指定とか、そういう可能性のあるものは建

築とかいろいろ文化財を含めて町にはありそうでしょうか。 

◇議長（石内國雄君） 生涯学習課長。 

              〔生涯学習課長 畑中哲哉君発言〕 

◇生涯学習課長（畑中哲哉君） お答えいたします。 

 ただいま町内には３つの建物の文化財が宝としてあると考えております。玉村地区の井田家、芝根

地区の重田家、上陽地区の嚮義堂と、まずはこの３つがしっかり地域に根差して、皆さんの心の中に

きちんと文化財として捉えていただくような方向性を持っております。新たにまた何かというのは、

いろいろ予算等の関係もありますが、渡辺家のようにまだまだ宝は町にあると思いますので、この辺

も検討していきたいと思います。 

◇議長（石内國雄君） ６番月田均議員。 

              〔６番 月田 均君発言〕 

◇６番（月田 均君） 私は、結構いいと思っているものがあるので、機会があればそういったもの

も質問してみたいと思います。 

 次に、町誌なのです。教育長もなかなか前向きな回答をしてくれたと。ただ、すぐ動くという話で

はないなという感じが私はしました。それで、これを見ますと、昭和６１年、１９８６年だから今か
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ら３８年前に編さん室ができたということなのです。だから、昭和の終わり頃なのですけれども、も

う少し調べてみると、昭和５２年、１９７７年、私がまだ仕事を始めて幾らもたっていない頃です。

その頃に編さん準備室というのを設置しているのです。だから、編さん室ができたときは６人くらい

人を入れているのです。本当に１つの係として始まったと思うのだけれども、それよりさらに１０年

近く前に、９年ほど前に編さん準備室というのができているのです。だから、こういうものはやはり

誰か少しそういう知識のある人がやっておく、そういった面で必要かなと私は思うのですけれども、

そこら辺の研究はしてもらえそうですか。 

◇議長（石内國雄君） 教育長。 

              〔教育長 鈴木寛史君発言〕 

◇教育長（鈴木寛史君） お答えします。 

 本当に早急に編さん室を組織しますというお答えができないのは大変申し訳ないですが、重要性に

ついては我々認識をしています。確かに準備室からスタートして、時間をかけて、また知識を有した

職員等の育成も含めて、時間をかけながらじっくり、ただこのことはバックではなく、一歩前へ進め

ていけるよう肝に銘じていきたいと考えております。 

◇議長（石内國雄君） ６番月田均議員。 

              〔６番 月田 均君発言〕 

◇６番（月田 均君） ぜひお願いいたします。 

 実は、先月の新聞の１面のトップに、玉村町は町文化センター敷地内の文化財整理室に文化シェル

ターを設置したという記事が載っていまして、なかなか玉村町のものが１面のトップに載ったという

ことはあまり記憶にないのですけれども、ほかの市町村でもびっくりしたということを聞いたのです

けれども、そういう面でほかの市町村に遅れることなくやってほしいなということなのです。今現在

進めているところ、町誌とか市史を進めているところも幾つかあるようなのですが、その辺の状況に

ついて教えてください。 

◇議長（石内國雄君） 生涯学習課長。 

              〔生涯学習課長 畑中哲哉君発言〕 

◇生涯学習課長（畑中哲哉君） お答えさせていただきます。 

 月田議員からの質問がありまして、改めて近隣市町村の様子を私も確認させていただきました。現

在、市史を編さんしているのがお近くの伊勢崎市ということでございます。令和５年から始まりまし

て、令和１７年の完成を目指す。１２年という期間を取って新たに作るということでございます。も

う一つは、桐生市が編さん中ということでございました。令和４年度から始めまして、令和１８年ま

での１５年間で行うということでございます。もう一つ、館林市がただいま作っているということで、

令和３年から始めまして、もう少しで終了するということなのですけれども、こちらは２０年かけて

いるということでございます。町誌を作るとなると、このくらい長い間、専用の人と人員を用意する
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という覚悟がないとなかなか難しいものだなと、初めて私も町誌というものを考えるようになりまし

て、考えていきたいとは思うのですけれども、現状では近隣の様子は以上になっています。 

◇議長（石内國雄君） ６番月田均議員。 

              〔６番 月田 均君発言〕 

◇６番（月田 均君） 町誌というか、１つ。 

 玉村町の町誌は、私は町の歴史の「史」だと思った。そうしたら、買ってみたら雑誌の「誌」なの

です。「し」を歴史の「史」のところもあるし、雑誌の「誌」というところもあるのですけれども、そ

れについて町はどんなふうに違いに関して感じていますか。町誌の「誌」、あとは伊勢崎市は歴史の「史」

と言っていましたけれども、その辺の違いについては分かれば教えてください。 

◇議長（石内國雄君） 生涯学習課長。 

              〔生涯学習課長 畑中哲哉君発言〕 

◇生涯学習課長（畑中哲哉君） お答えさせていただきます。 

 これも本当に議員さんからのご質問がありまして、改めて私も分かったところでございます。作っ

ているところ、持っているところをこちらに並べますと、市は全て市史の「し」は歴史の「史」でご

ざいました。町村につきましては、本当に一部だけ歴史の「史」を使っておりますが、９割方雑誌の

「誌」でございます。ちょっと本当に大急ぎでこの違いを調べさせていただきました。歴史の「史」

を使う市のほうは、、体系的にそのときの時世の変換や過程をきちんと記録したもの、何となく整って

いるイメージがあるようでございます。雑誌の「誌」を使うほうが、本当に風土記であったり、生活、

気候、地形、産業、民俗などを掘り下げて雑誌の「誌」ということで、雑多なイメージ、いろんなも

のが混ざっている町誌になっているという傾向があるようでございます。改めまして、玉村町は雑誌

の「誌」の町誌のほうで作っておりました。 

◇議長（石内國雄君） ６番月田均議員。 

              〔６番 月田 均君発言〕 

◇６番（月田 均君） 分かりました。 

 実は、私もそんなことでちょっと古いのを調べていたのですけれども、もう３年くらい前なのです

か、一般質問で私は文化センターの前にある石室、あれが１５号古墳と書いてあるのだけれども、あ

れはそうではない、萩塚古墳だと言っている人がいるという話をしたのですけれども、話はもう昭和

４２年くらいです。上茂木の人が萩塚古墳のものを耕運機に乗せて、当時建設中の玉村町の公民館に

持っていったという話です。ただ、いつの間にかそれが角渕にあった１５号古墳に変わっていたとい

うことで、こういうのももう一度よく調べてみると、歴史のおもしろさというか、そういうものが見

えてきて、そういうことをやることによって地域をよく知ることができるし、やはり玉村町に生まれ

てよかったなということになると思うのです。いろいろ新しい催物とかで魅力発信ということでやっ

ている、それはこの時代のですからどんどんやってもらわなければ困るのだけれども、それと同じく
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らいの力を入れて、地域の歴史というのを私はまとめていくと、非常にいい結果が出るなと思うので

す。 

 実は、ここに大字誌角渕というのがあるのです。これを見ていると、角渕の歴史がよく書いてある

のだけれども、作るとすれば私は下之宮だけれども、十分資料はあるなと。例えば五料だって随分あ

ります。川井だってあるし、小さな各区だっていっぱいあると思うのです。だから、こういうものを

もう一つ、玉村町が町誌をすぐ作らないとしても、こういったものを町の仕事として、これは角渕の

人が有志で作っているわけだけれども、そうではなくて町の考え方で、１つの同じような形で各大字

誌を作ると、それをすると地域の人もそういう作成に関わってくるから、なかなかいいなと私は思っ

ているのですけれども。町誌とはまた違うかもしれないけれども、こういうものを先頭に立って町が

やってみることは非常にいいことだなと思うのですけれども、その辺どんなふうに考えますか、関係

者の方。 

◇議長（石内國雄君） 生涯学習課長。 

              〔生涯学習課長 畑中哲哉君発言〕 

◇生涯学習課長（畑中哲哉君） お答えいたします。 

 川井や角渕など、本当に積極的に資料を作っていただきまして、うれしく思います。うちの歴史資

料館でも企画展があります。今は小さい範囲であったり、１つの分野であったり、一つ一つ資料をま

とめていくことによって、町誌をいざ作るというときにそれを集合させて、より肉づけをして町誌と

いうものは出来上がっていくのかなと思います。間を空けずに、いろんな分野をまとめていけたら、

町としてもいいかなと思っております。 

◇議長（石内國雄君） ６番月田均議員。 

              〔６番 月田 均君発言〕 

◇６番（月田 均君） 私も一般質問を随分してきましたけれども、今回ほど前向きな回答をいただ

いたことはなかったなということで、ぜひ今回ということだけではなくて、継続してこういった活動

を続けていってもらいたいなと思います。 

 以上です。終わります。 

◇議長（石内國雄君） 以上で本日の一般質問を終了いたします。 

                      ◇                   

〇散  会 

◇議長（石内國雄君） なお、９月３日は午前９時から本会議が開催されますので、議場にご参集く

ださい。 

以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

 これにて散会といたします。  

 ご苦労さまでした。 
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   午後４時１２分散会 


